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序

ここに所報オ 6号を発行する運びに至 りました。本報は昭和32年中に取扱った業務並びに調査研究中一

部が既に専門雑誌に発表され或は発表予定のものを含めてその概要をまとめたものであります。所員各位

の努力によるもので悦びにたえません。

業務においては本年も例年におとらず否それ以上に多瞳を極めました。例えば普通一般検査以外に大体

用狂大病ワクチンの試作,南福岡市一帯に起った四エチル鉛による飲料水汚染の調査,Aア ジア57型流行

によるインフルエンザの調査,国家委託による放射能調査,及びこれらと関係ある研究等々何れも県民の

公衆衛生上の実際に関係の深いものばかりで,ま ことにめまぐるしい状況でした。

然しながら幸にこれらの調査研究に対して,当 局から並々ならぬ御援助を戴いております。研究機関に

対するこうした当局の深い御理解に私共は心から感謝せずにはおれません。

益々私共の責務の重大であることを痛感致しておる次オであります。

県民の研究所として充分お役にたつことが出来ますように,こ の上とも関係方面の一層の御理解と御援

助とをお願い致しますと共に,所員各位のたえざる奮励を希望してやみません。

W fE 33 +- 3 E zo E

福 岡 県 衛 生 研 究 所 長

真   子 昼三     ↓ヱ、
`電
 ヽ    イロ
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I 庶   務   課

庶務課長  原 義  正

A.機 構 と 定 員 現 員 表

本研究所の機構及び業務内容については昭和25年 2月 23日 福岡県衛生研究所庶務規程が制定され更に昭

和28年 4月 28日 その一部改正があ り現在の機構の概客は次の通 りになっている。

庶 務 課
―
庶 務 経 理 係

所   長

|一細 菌 検 査 係
菌 検 査 課一|

|一 ワ クチ ン製 造 係

|一血清 学 的 検 査 係

生 生 物 課一|一食品細菌,獣 疫 係

|一
寄生虫,臨床検査係

学 試 験

1。 職 員 配 置 表

2。 年 度 別 職 員 定 員 現 員 調

(昭和32年12月 31日 現在)

用 務 員 計

昭和32年度

2

13

4

]3

5

|一食

|_制
| 万又

詈里 __|い
|_ァk
l  

‐

|一
環

品,薬品試験係

品 検 査 係

質 化 学 試 験 係

境 衛 生 試験 係

１

７

■

７

９

３７

長

課

課

課

課

査

物

験

務

験

生

試

計

菌

生

学

所

庶

細

衛

化

事

師

事

師

主

技

主

技

雇

級

級

級

級

二

二

三

二

人傭

主   事 技   師 主 事 補 技 師 補

一

３

５

４

１３

２

５

１３

一
　

１

　

４

　

一
　

一

昭和30年度 昭和31年度昭和28年度 昭和29年度

１

４

１

１０

１３

９

３８

１

１１

１２

９

３６

１

６

１

８

１６

６

３８

１

５

１

８

１６

６

３７

１

・０

・５

７

３８

１

６

１

８

１３

７

３６

ｌ

Ｈ

ｌ５

７

３９

１

９

・３

９

３７

主

技

主

技

用

事

師

補

補

員

３

１５

２

Ｉ

３

　

３８

事

師

務

　

計計 37
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県

吏

給

職

B.年 度 別 歳 入 歳 出 一 覧 表

1。 年 度 別 歳 入 一 覧

衛生研究所 手 数料

雑   収   入

純   県   費

13,30],900.

490,000

1,658,800

12,133,100

2,136,o00

2,952,00o

230,900

2,316,200

24,500

1,089,800

149,000

16,000

990,000

740,000

76,700

105,500

182,000

415,400

370,000

]3,058,300

265,000

2,282,286

10,407,886

3,691,719

3,003,162

3,713,005

5,197,700

235,300

182,300

29,400

1,182,500

]85,700

16,000

1,141,500

911,200

75,900

105,500

393,700

218,200

520,500

昭和 32年度

8,968,578

196,790

6,263,929

昭和 32年度

8,574,617

2,102,604

3,423,800

3,048,213

6,854,680

269,280

161.10o

148,500

1,245,100

200,200

16,000

1,784,300

810,000

80,400

98,o00

387,000

1,006,100

648,700

2。 年 度 別 歳 出 覧

衛

庁    費

員    給

料

員  手  当

生 研 究 所 費

員    給

料

費

員  手  当

金

耗  品  費

料    費

料    費

12,108,700

1,916,400

2,523,00o

204,800

2,904,000

12,500

988,600

367,800

20,000

868,500

623,300

87,400

103,000

179,400

900,000

410,000

13,938,500

2,209,200

2,997,600

435,400

3,249,400

25,000

1,140,600

358,200

20,000

1,036,200

696,700

88,300

115,500

216,4o0

1,000,000

350,000

費

費

費

料

費

費

費

本
　
ρヽ

搬
　
　
　
　
　
　
―

パ
　
　
　
　
　
　
　
　
浴

製

　

運

数

繕

品

刷
　
熱
　
信
　
　
　
　
　
　
材

吏

給

旅

職

賃

消

燃

食

印

光

通

手

修

備

原

昭和 28年度 昭和 29年度 昭和 30年度 昭和 31年度

9,920,400

300,000

1,888,300

10,961,100

540,000

2,437,400

昭和 28年度 昭和 29年度 昭和 30年度 昭和 31年度

保 険 339,100費

|



C。 年 度 別 試 験 検 査 一 覧 表

-3-

昭和32年度

2 4

21

198

0

7

41

129

0

902

0

0

0

29

3

0

256

28

0

39

0

0

2

0

0

202

1,86]

2,661

]25

2,

267

14,

叉
適
性
不
数

陽
は
件

養

査

査

査

ス

査

査

査

査

定

験

培
　
検
　
検
　
検
　
フ
　
鎌
　
検
　
検
　
聯
　
判
　
哺

菌

　

チ

多

虫

　

ッ

型

ノ́

便

液

核

菌

疹

椰

生

虫

制

液

牌

糞

血

結

淋

発

日

寄

原

梅

血

薬

消 毒 薬 効 力 試 験

水 質 検 査 (細菌)

飲食品検査 (細 菌)

環境 の細 菌学的検査

水 質 検 査 (化 学)

食 品 検 査 (化 学)

添 加 物 製 品 検 査

医 薬 品 試 験

温 泉 分 析 試 験

環 境 衛 生 試 験

査

査

査

定

計

検

検

検

判

毒１

床

疫

型

二
け食

臨

獣

菌

合

昭和28年度 昭和29年度 昭和30年度 昭和31年度

検査 1陽性叉
|は不適

件数 1件数

検査

件数

陽性叉
は不適
件数

検査 1陽性又
|は不適

件数 1件数

検査

件数

陽性叉
は不適
件数

検査

件数

38,078

285

2,209

66

0

183

982

299

6,108

5

54

3

455

132

2

303

300

3,704

67

5

102

5

0

0

873

11

315

3

0

74

415

0

547

0

0

0

149

63

0

141

35

5

4(

C

0

1

0

0

53,347 2,678

5,842

219

2,972

40

128

5

942

422

5,602

403

23

0

418

225

146

55]

398

4,396

97

6

108

31

68

19

1,075

24,136

45

30

395

3

16

0

0

0

824

0

0

0

111

14

0

3(

3(

0

37

0

13

0

3

799

2,622

2,328

153

3,545

35

76

160

1,074

386

3,578

411

14

0

399

258

58

163

163

5,297

150

10

550

15

95

3

1,310

20,454

41

31

416

1

17

0

0

0

802

0

0

0

108

5

0

20

20

1

16

0

41

6

0

0

871

2,566

1,816

197

2,948

11

0

427

982

27

4,022

253

6

11

353

140

0

499

564

4,197

99

6

9

38

348

2

432

17,387

34

24

252

0

0

162

0

0

1,458

0

0

0

15

14

0

209

47

5

14

0

0

6

0

0

356

2,596









Ⅱ.細 菌 検 査 課

細菌検査課長  坂 本 さ つ き

A.検 査 業 務

昭和32年 1月 より12月 に至る1ケ年間の当課に於ける主な試験検査の実施件数は次の通りである。

検 査 種 目 陽 性 件 数

糞 便 培 養

結 核 菌 検 査

淋 菌 検 査

薬 剤 効 力 試 験

４

　

一
　

４

一　

　

２５

　

２８

34

78

78

190

血 液 検 査

菌  型  半」.定

インフルエ ンザ検 査

1。 結 核 菌 検 査

昭和32年 1月 ～12月 に至る検査件数は,次の通
りである。

培養検査は,小川氏法に より小川培地を使用
し,成績の判定は 6週間培養後に行い,判定基準
は次の様にした。

0 発生した集落が,ほぼ孤立しているが,数へられない程度の場合。
酬)培地の広さの約%を占め,発生集落が殆んど融合して居る場合。
冊 培地の広さの1%に集落発育を見,殆んど融合して居る場合。
側 培地全面に集落発育を見た場合。
尚当1ケ年の培養成績の陽性件数の内訳を表示すれば,次の通りである。

計△
ロ

鏡 検 検 査

培 養 検 査

総検査件数 陽性 件 数

26(6。 62%)

90(3.96%)

総 検 査 件 数

赤 痢 菌 属 検 査

サルモ ネ ラ菌 属 検 査

小      計

1,395

1,395

2,790

査

査

査

検こ

検

検

様鏡

養

性

色染

培

耐

′―
句 計

393

2,275

241

2,909

査

査

キ
ー

検
　
　
．言

含
ヘ

検

ヵ

鏡

養

色

■４

染

培

殺 菌 消 毒 薬 検 査

小     計

血 液 胆 汁 培 養 検 査

ウ イ ダ ー ル、フ イ ル

フ ェ リ ッ ク ス 反 応

血 中 細 菌 培 養 検 査

小      計

218

血   清   検  査
ウ イ ル ス 分 離 検 査

小      計

6,647

393

2,275



6

計

陽 性 件 数

%

顕微鏡検査は、チーノン●ネルゼン氏法を用い,一部チール ●ガベット氏法を以て,染色鏡検を行った。
陽性件数の内訳は次表の如 くである。

陽性 件数

%

尚,県下各保健所に於て使用する結核菌培養基,及び耐性試験用培養基は,例年同様当研究所で一括作

製交付した。その数量は,普通培養基12,877本 ,一ケ月平均1,073本 で,其の他耐性培養基として,SM培
地 2,245本 ,PAS培地,1,739本 ,INAH培地,1,603本を交付した。 尚部外各施設に対し,各種培養基合計
3,296本 を有料交付した。 其の他当所に於て,SM,PAS,INAH等 の抗生物質に対する耐性試験も依頼に
応じて実施しているが,そ の成績は次表の通 りである。

SM,PAS,INAH

17

計

性耐

非  耐  性 9

47 17

(注)薬剤は併用したものでない。

2。 消 毒 薬 の 殺 菌 効 力 試 験

昭和32年 1月 ～12月 に行った消毒薬等の殺菌効力試験は 4件で,オ ルソ系薬剤を主成分とせるもの 3件

其の他 1件で昨年同様何れも市内メーカーからの依頼で,消毒薬の殺菌力向上の研究目的,及び新成品の

試験研究を主目的とするものであった。

3。 昭和32年県下に於て分離した赤痢菌の菌型 ,並びに薬剤耐性

昭和32年 1月 ～12月 に於ける当研究所の赤痢検査総件数は,1,395件 , 内陽性件数 4件 (0。 29%)で ,

昨年に比し陽性率が極めて低いのは,本年の検査対象の殆んどが,健康者,及び食品取扱者であり,患者

の検便件数が非常に減少したためである。

尚県下各保健所に於て分離した赤痢菌の菌型決定依頼件数は 218件で,此の中検査不能のもの16件を除
いた残 り202件及当所に於て分離したもの4件について菌型検査を行ったが,2α , 3α ,2b,Sh.sOnnei,

Sh.fleX・ 6の順になって居り,其の他 3b,Varo X,Var.Y, 4α 等の各型が少数づつ分離されて居る。之れ

を表示すれば次の如くである。

即ち, 昨年に引続き Sho fleX.2α が最上位を占めており, 年毎に増加の傾向にあった Sh.fleX.3α

は,本年に入り急に増加し, 昨年に比し約 le5倍 となって居る。これに反し,一昨年迄首位を占めて居

0 ① ω 冊

46

(5].11) (15。 56)

14 ]7

(18。 89)

13

(]4.44)

ガフキー
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昭 和 32年 赤 痢 菌 型

型菌

Ｓｈ

″

ク

ク

ク

ク

ク

ク

Ｓｈ
．

計

Var

″

2α

2b

3α

3b

4α

6

X

Y

37。 38%
17。 14

29。 61

2。 43

0。 49

4。 37

1。 94

0。 97

5。 34

計

た Sh.fleX.2bは ,昭和30年から漸次減少の傾向を示している。

尚各菌型とも季節的,或は地域的特異性は見られない。
昭和32年に分離した赤痢菌の中 80株 (Sh efleX.2α ,19株 .2b,12株 .3α,18株 。3b,4株 .6, 9株 .

VaL X,6株 。VaLY, 1株 。ShoSOnnei,11株 )の抗生物質に対する耐性試験の成績は図の如く,年 と共に次

オに高まりつつある。即ち昨年報告した如く,(所報V参照)昭和30年 に於ける抗生物質の赤痢菌発育阻
止濃度は,CM,3.15γ /“ ,TM,1。 56γ /“ , SM,50γ /“,で昭和31年に於けるそれは,CM,6.25γ /“及びCM

完全耐性株 (500γ /“以上)4株 , TM,6.24γ /“ と高まっているが, 昭和32年 に於ては更に上昇を示し
CM, 12。 5γ /θθのもの 2株 , SM,looγ /“ のもの 3株を分離して居る。 TMは 昨年同様6。 24γ /“のも
の 1株であった。                       年 度 別 薬 斉」耐 性

CllloralnphenicOI   Streptomycin    Teramycin

年 度 別 菌 型 分 布 10

501
%

40

30

20

10

90

B.診 断用ツベルク リン稀釈液の製造
当課において製造している診断用ツベルクリン稀釈液の昭和32年度における製造量及びその成績は次表

の通りである。
表1.昭和32年度におけるツベルクリンの成績

製 造 番 号 合 格 年 月 日
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1。 昭和 32年秋冬における福岡県下のインフルエンザについての調査

坂本さつき,西見保之,武原雄平,武井守正

ま え が き
昭和32年 5月 から全国的に流行を見た A‐アジア・57型 ウイノレスによるといわれる流行は,本県においても

7月 下旬一応終息したかに思われたが,9月 に至り再び流行の徴が見え,同月10日 ,八女郡黒木町平野小

学校に94名の患者発生が報告されたのを端初に10月 10日 八女市八幡中学に82名 ,10月 ll日 浮羽郡姫治中学

26例 ,10月 10日 大川市小学校の36例 と漸次県下に蔓延し,11月 7日 には患者数 8,000名 を越え,11月 ,12

月には全県下汎く発生をみるに至り, 1月 8日 現在,学生生徒の罹患者,276,482例にのぼり, 従来の流

行を上まわる大流行を来し,症状も比較的重く且つ長時日持続するものが多く,29例の死亡者さえ報告さ

れている。私共は県下各地区から集ったインフルエンザ患者の被検体について血清学的,ウ イルス学的検

査を行うと同時に,八女,戸畑,福岡の各地区の患者について臨床症状,経過,合併症等について検討を

加えたのでその結果を報告する。

1)症状の発生頻度
八女,戸畑,福岡の三地区の中,八女,戸畑は何れも高校生を対照として調査したもの,福岡は各年令
層の一般患者である。又八女地区の調査は 9月 ,戸畑は11月 ,福岡は12月 に夫れ夫れ調査を行った。
成績は表 1の ように調査事項に多少の相違があるが,高熱,頭痛,鼻汁,咽頭痛 ,。食思不振等は各地区

表1.地 区 別 に お け る 臨 床 症 状       とも高率にみられ,殊に頭痛,高熱
を伴うものが過半数を占め全身倦怠

も亦強く,半数近 くをしめている。
その他腰痛をはじめ各種の疼痛,吐

気,下痢等の消化器症状も相当数に

認められた。その他盗汗,鼻出血等
が注目される。

2)初発症状と病日
初発症状と病日との関係は地区に

よって多少異った成績が得られた。

(図 1),即 ち八女地区ではオ 1～
オ 3病 日に症状の発現するものが大

多数であるが,戸畑地区では各種の

症状の遅発する場合が少くないよう

である。即ち悪寒,高熱,鼻汁,全
身倦怠等はォ 1週中に叉関節痛,筋

肉痛及び各種の消化器障害はオ 1週

からオ 2週にかけて発現する場合が

少くない。叉戸畑地区では一度症状

が消褪した後再び2～ 3日 の後発現し,所謂二峰性の経過を暗示する徴候が認められた。即,悪寒,高熱

頭痛,咽頭痛,咳嗽等の症状はそれぞれ一度消失してから再び現われる場合が少くない。

尚,八女と戸畑との症状発現の差異は流行の時期が異っており,季節的条件がその原因の一つであるこ

とも否定出来ないと思われる。

3)症状の持続
症状の持続も亦地区によりやや異る様相が認められた。即ち図 2の ように八女地区では大部分 の症状
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61(46。 2)
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46(34.8)
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戸 畑
(50件 )(49件 )

八 女

34(69 . +)

46(93. B)

34(69 .4)

5 (1.0)
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5 (1.0)
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20 (40 . B)
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37(75.s)

4 (8,2)

2 (4.L)
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は 3～ 4日 で消褪しているが,戸畑では 1週以上に及ぶ場合が多く悪寒,鼻汁,高熱,咳嗽,食思不振 ,
全身総怠等の各症状は10日 以上20日 に及ぶものもあった。

又戸畑地区のオ 2回目に発現した症状の持続は表示するように、3～ 5日 程度の場合が多いが,咳嗽,全

身倦怠等は10日 以上に及ぶものも認められた。

4)主要症状の病日分布        図1.症  状  と 病  日
主なる症状 ,

発熱,頭痛 ,全身

倦怠,鼻汁,関節

痛の 5症状の八

女及び戸畑両地

区における病日

分布をみると図

3の ように何れ

もオ 1病日から

オ 3病日にかけ

て急速なカープ

をえがき,以後

多少の起伏を示

しながら持続消

褪してゆくこと

が看取される。

この内咳嗽だ

けは,は じめの

4～ 5日 乃至 7

～ 8日持続する

場合があり他の

症状に比べて,

やや消失がおく

図2.症 状 と 持 続 日 数

戸  畑

20
日
19 17

日 日

八  女

女

12345
日 B日 日 日

戸コ   タ田
7
日

!7

日 日 日 日 日

11

日

131415
日 日 日

2223
日 B

れることが認められる。

5)既住におけるインフノレエンザ

罹患の有無

福岡地区 110例について調査した

結果,表示のように今回の流行で,は

じめて罹患したと思われる場合が最

も多数を占めているが,31年及び32

年度の流行の場合に何れも罹患し,

しかも今回の イン フル エンザ に罹

患した例も相当数認められる。 但し

今回の調査は患者の一方的な報 告に

もとづ くものであるから前回の罹患

が正確にインフルエンザであったか

どうか立証することは困難で, 従っ

て之だけの調査て インフルエンザ免

註

■

回
目

□
　
再
発

図
３
　
主

要

症

状

の

病

日

分

布

≡

〓
台
崎

痛
　
倦

嗽
Ｆ
痛
身
　
汁

咳
関
頭
全
熱
鼻

70

60

5

%

30

20

十
~二

三 四 ュ

― ― 二 四 ユ

4-32

教

234
月 日 日

910
日 日



―-10-

疫の持続性等について軽々しく論ずることは当を得ていないであろう。

6)合 併 症
インフルエンザの流行に際して中耳炎,肺炎,腎炎等の各種合併症が報告されているが私共の小数例のし

かも短期間の観察では明かでなかった。しかし県内におけるインフノレエンザ流行に伴う死亡例の報告は ,

表2。 インフルエンザ患者の過去における罹患状況

昭和31年 昭和32年 昭和:1年

110

100%

22

20。 0%

最近の流行では今回がはじめてで,29例をかぞえておりその内の過半数には気管技肺炎,肺炎等の合併症
が死因として認められている点からみるとインフルエンザの一般患者中にも相当数の合併症の存在が想像

されよう。又12日 以降比較的多数のインフルエンザに続発した腎炎の発生に接しているが本調査には表わ

れていない。

7)治 癒 日 数
福岡地区に於て調査した患者は何れも同一の病院で一定した治療が施されたものである。その 132例 に

ついての観察は表 3の ように,4日 以内に軽快するもの46例 (34。 8%), 5～ 10日 ,5]例 (38.7%),11
～20日 ,26例 (19.7%),が 見られ,過半数は10日 以内に治癒しているが尚10日 以上の経過を示している
ものが比較的多い。

表3.治 癒 ま で の 日 数

日病

%

不  明 計

患  者  数 132

8)赤血球疑集抑制試験(HAI)
黒木町他 8地区より集った患者65例の急性期,回復期血清について,HAIを 行った。使用した抗元は
A―糀谷 1-52,B一東京,A一足立 2-57,の 3株で,患者血清は R.D.Eで 処置した後 56° C,30
分加熱したものを用い,厚生省衛生検査指針に準じて行った。

検査成績,表 4に示す通りA一足立 2-57に対し,4倍の上昇比を示すもの13例 , 8倍以上,17例 ,A
一糀谷 1-57に 4倍の上昇比を示すもの 1例 ,B型東京では 8倍, 1例で,今回の県下の流行の殆んどが
全国のそれと同様にA一アジアー57型に因るものであることが推定される。これを地区別に見ると黒木町
からB型 l例 ,早良地区でA型疑し, 1例 となっており,そ の他の地区では,A一足立 2-57型のみに陽
性が認められた。

尚,6～ 7月 に流行したインフルエンザについて行ったHAIの 成績では,総検査数95例 の中,A一足
立 2-57型に 8倍以上の抗体上昇を示すものは僅かに 5例に過ぎずHAIに よる型の決定は困難であった
9)ウ イルス学的検索

黒木,八女,若松地区の患者合嗽水19例から発育鶏卵を用いて常法通リウイルスの分離を試みたが13例

に於てウイルスを分離することができた。

これ等の内,赤血球凝集価の上昇した 7株について,A一糀谷 1-52,A一足立 2-57,と 今回流行の
分離株,福岡 8-57-2,6～ 7月 流行時の分離株,福岡95-57-1に より作製した免疫血清を用いて型
の同定を行った。

検査成績,表 5にみられるように 7株の内 6株はA一糀谷 1-52の免疫血清に対し何れも凝集抑制価は

16以下であるが, A一足立 2-57には高い抑制価を示している。 唯福岡 9-57-2, 1株 のみは A一糀

既往なし

45

40。 9%

16

14。 5% 24。 5%

5～10 11～20

5

3。 7

9

15。 96.8

11

3.8

51

38。 7

26

19.7

9

6。 9
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表4。 患者血清による赤血球疑集抑制試験成績

“…Ⅲ ll‐一

谷 l-52に 抑制価の上昇がみられ, A
一足立 2-57には16倍以下である。

又福岡95-57-1, 福岡 8-57-2
の免疫血清に対して も上記 6株は高い

抑制価を示すが, 福岡 9-57-2の み
は抑制価の上昇は見られない。

尚,昭和32年 6月 ～ 7月 流行時に分

離したウイルスについ て検査した結果

は表 6の ように若松, 直方等 5地区の

中,若松,筑紫, 門司の各 l株のウイ

ルスが,それぞれ, A一糀谷 l-52血

清により凝 集を抑制されるもののある

他,9株 の分離ウイノレスは何れもA一

足立 2-57血清に対して著明な凝集抑制を認めた。従って 6月 の流行は他府県と同様にA一アジアー57型

に因る流行が主体としても一部,A型ウイルスの存在が認められ,本県に於ては少くとも両型ウイルスに

よる流行が混在したものと思われる。

10)考察及過去に流行したインフルエンザ●ウイルスとの比較

以上私共は昭和32年秋冬のインフルエンザ流行について検討したが,昭和28年以来の県内の流行は表 7

のようで,28年冬,31年冬流行のイン    表5.既知インフルエンザ・ ウイルス見疫血清に
フルエンザの症状を比較すると, 31年        よる分離株の赤血球凝集抑制価
の流行では発熱,頭痛, 食思不振等の

各症状が28年に比べて少いが, 32年秋

の流行では28年のそれに比べて殆んど

差異が認められない。 更に32年の流行

では関節痛, 腰痛等の落痛並びヤ/こ全身

倦怠が高率に認められることが注目さ

れる。

症状の持続は昭和28年の離床日数 ,

4日 以内,54%, 昭和29年では52%に

対し, 昭和32年秋の流行では 4日 以内

34.8%, 5～ 10日 ,38。 7%,11～ 20日 ,

19。 7%で従来の流行に比 べて明かに長

い経過を示している。

死亡例は,昭和28年の流行以来認められなかったが,昭和32年秋の流行では昭和33年 1月 31日 現在,29
例が報
“
告され,その過半数は合併症によるものと見倣されているが,尚一部は,イ ンフルエンザが直接の

死因として報告されている。

又,福岡県下に流行したインフルエンザの型については図 4に示すように,A,A′ ,Bの各型による
流行が見られてきたが,昭和32年 6～ 7月 の流行では他府県と同様A一アジアー57型の流行が見られた。
然し同時にA型 ウイルスも検出されていて,少 くとも両型ウイノレス1/往 よる流行が考えられる。 9月 以降の

流行に於ても主としてA一アジアー57型 ウイノレスを分離したが,一部,A型の混在を認めた。唯,最近の
流行の傾向としてはA一アジアー57型 ウイルスがその主体をなすものの様に考えられる。
これを要するに私共の調査に於ては昭和32年秋冬の流行に際して,症状の遷延,二峰性の経過,死亡例
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表6.6～ 7月の流行時の分離ウイルスの既知見
疫血清による赤血球凝集抑制試験成績

表7.過去に於ける臨床症状との比較
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インフルエンザの病型,臨床像,予
後,致命率等の変化がインフノレェン

ザ・ ウイルスの型の変化に伴って招

来されたもののように考えられる。

2。 患者より分離 した抗生物質高濃度に耐性を示す赤痢菌に関する研究
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質に高度耐性を示す赤痢菌に関する報告も散見され,疫学的,臨床的な実際問題として注目を惹 くように
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私共も一昨1956年 12月 ,共同研究者の一人田崎が重症の赤痢症状を呈する患者から Sh.fleX,3α ,1株

を分離し,抗生物質耐性試験の結果,Ch10rampheniCOl(CM)を 始め数種の抗生物質に対して従来見られな

かったような極めて高度の耐性を認め,その際保菌検索によって同一家族から分離した Sho fleX.3α,2
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株を前記Sh,fleX.3α 株と合せて分離菌の生物学的性状について研究を行ったので,その成績を報告する。
I。 菌分離の由来。赤痢菌分離過程の概要を述べると,分離した最初の患者安○悦○ (77才)は 12月
1日 自宅にて発病し,体温40° Cに達し意識涵濁,項部強直,筋 強 剛,足揺棚等の脳 膜 症状を呈し,腰椎
穿刺所見は初圧 170mm水 圧,ノ ンネ反応オー相 (+),パ ンデイ反応 (+),細 胞数 lケ ,血圧は最高
186最低 90mmHgで あった。同日午後一時頃失禁一回,泥状下痢便を認めた。その他の所見は脈博約 100
至,緊張良好で,胸部に異常所見なく,腹部は一般につよく緊張し,意識沼濁のため圧痛も明かでなかっ
た。当日の処置はビタカンファ,ア ミノコルゲン等の強心剤,ビ タミン剤,高張葡萄糖液注射の外,マ イ
ンリン及びセルパジール注射を行い,そ の後の処置は家族の希望により開業医師の手にゆだねた。
12月 5日 に至 リー般状態が悪化したようであるとのことで再診察した結果,意識は涸濁し,脈博約 110
至,緊 張梢悪 く,腹部の緊張はないが,著明な粘血便があり,一般症状も重篤なため直ちに入院せしめて

強心剤, リングル等の処置を強力に行ったが,衰弱が加わ り昭和32年 5月 7日 遂に死亡した。尚12月 1日
から5日 まで,開業医師はCMの投与も行った由である。12月 5日 入院後直ちに培養を行って本菌を分離
し,始めてCMその他の抗生物質 t′

こ強い耐性を示すことを知った。

尚,こ の患者と前後して家族内に腸炎様症状があり菌検索の結果,明 らかに赤痢の発病または保菌が証

明された。即ち11月 6日 家族の 1人安○征○ (12才 )は 自家中毒としてCM, 1。 Ogの 投与を受けてい
る,同安○政○ (40才)は 11月 24日 発熱と軽度の下痢を訴え, 3日 間にCM3.Og及 び Ch10rtetracycline

(CTC)3。 Ogの投与を受けて治癒した。同一家族加○那○ (25才)も 11月 23日 頃軽度の下痢を認めて
いるが治療は受けていない。その後12月 17日 検便の結果,赤痢菌を検出分離した。また12月 6日 安○い○

(74才)は発熱下痢を訴え,同 日赤痢と確定し,市伝染病院に入院せしめた。その他,安○兵○ (14才 )
及び前記征○は12月 14日 の検便で何れも赤痢菌を検出したので,市伝染病院に入院せしめた。更に安○悦

○については昭和31年 8月 8日 高熱と下痢のためCMの投与を受けているが,当時の症状も臨症的に赤痢
と思われる大腸炎の症状を認めている。以上患者及びその家族と薬剤投与との関係は,安○悦○及びその

家族の内に 8月 初めから12月 初めに至る間,数回にわたり腸炎,自家中毒等の症状が操返して見られ,そ
の都度 CMを主とする抗生物質による治療が操返され,しかも比較的少量投与により行われていることは
注意すべき事実であろう。

又,安○悦○の外は何れも臨床症状がむしろ軽度で軽症赤痢を思わせる。

Ⅱ.実 験 成 績

1)分離菌の薬剤耐性試験

分離された赤痢菌の抗生物質に対する耐性試験の成績を表 1に示した。表で明らかなように StrcPtOmy

cin(SM), CMに は何れも 1000r/CC, OTCに は 1500γ/CC以上の耐性を示してお り, CTCに は
100γ/CCま で発育が認められる。更に私共はこれ等分離株についてブイヨンを用いて毎日継代培養を行い

10代 目ごとに平板に塗抹培養して10ケ 宛のコロニーについて耐性試験を実施し,耐性低下の状況を観察し

てみた結 果, SM,CMで は除々に低下が認められ 100代 目では500r/CC～ 750γ /CCま で発育するが 1000γ
/CCには発育しない。 しかしOTC及 びCTCで は殆んど変化が認められない。 またブィヨンを用いての
継代培養中60代 日前後から著明にR型に変移したコロニーの形成を見た。このコロニーは普通のコロニー

と比較して著しく光沢を失ひ,一見枯草菌を思わせるような特異なもので,赤痢免疫血清に対して凝集を

起さなくなるが,肉汁寒天平板に継代培養することによリー部は S型コロニーに復帰することが認められ

た。このR型コロニーの菌による抗生物質に対する耐性度は S型コロニーのものと余り差異は認められな

いが,唯 SMに対してR型は 2乃至 4倍高い耐性を示す。
2)生物学的性状
分離菌 ′1元○ (E),征 ○ (Y),兵 ○ (F)各 株の生物学的性状は表 1に示すように大体に於て対
照の感受性菌と差異が認められないが糖分解を見ると感受性菌に比べて分解時間が早 くなっている場合が

多く,特に Maltoseは 感受性菌では分解しないが耐性菌は48時間で分解している。
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表3 分 離 菌 の ア ミ ノ 酸 要 求
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地における菌の発育曲線を取ってみると,図 1,図 2,図 3に示すような成績が得られた。この場合菌量
は光電光度計を用いて菌の濃度を吸光度の対数値として表しているので,こ の対数直線と菌量を示す横軸

とのなす角度が小さいため,吸光度の僅かな差により菌量に及ぼす影響は極めて大きく従って菌の定量的

表示は困難であるが,菌 の発育概要は窺うことが出来る。

即ちEW-14株 の発育曲線 (図 1)で明かな様に水野の合成培地に培養したものでは24時間から30時 間
で菌量が急激に増加し,それ以後は殆んど増減を認めなぃ。Glutamic Acidと Cystineを加えた培地では

水野の合成培地には及ばないが,明 らかに菌の発育が認められる。しかし CyStine又 は TryptOphane単

独添加の培地では肉眼的には殆んど認められない程度で極めて発育が悪い。

次にE株 の発育曲線 (図 2)及びY株の発育曲線 (図 3)に よれば,合成培地では10時間前後の培養で

菌量が急激に増加し最高菌 量 も多 い。 また Glutamic Acidと Cystineを加えたもの及び CyStine又 は
Tryptophancを それぞれ単独に添加した各培地においても何れも合成培地には及ばないが明らかに菌の発
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育が認められる。しかし菌が増殖を始める時間は合成培地に比し約15～ 16時間遅れるようである。

これ等の関係は F株に於ても殆んど同じような傾向が認められる。

む す び
1)私共は同一家族内に発生した赤痢患者から抗生物質 SM,CMに 1000γ /CC,OTCに 1500γ /CC,CT
Cに 100γ/CCに耐性を示す赤痢菌Sh,fleX・ 3α , 3株を分離した。
2)分離菌の生物学的性状は対照の感受性菌に比して殆んど変化は見られないが,唯 11種 の糖を用いて
の分解試験では一般に分解迄の時間が短かくなっており殊に Maltoseは 48時間で分解されている。

3)こ の耐性菌のアミノ酸要求は CyStine又 は TryptOphaneを 夫々単独で添加した各培地で発育する。
しかしこれに Glutamic Acidを 加えると菌の発育は更によくなる。

4)Methionineと Glutamic Acidの 場合は両者を添加した培地では菌の発育が認められるが,MethiO
nine又は Nicotinic Acid(Amid)を 夫々単独に添加した場合には菌の発育は認められない。

本論文の要旨はオ10回細菌学会九州地方総会及びオ 8回逓信医学会総会に発表した。

3.喀 痰及尿から検出した黄色色素を産生する抗酸性菌について (オー報)

衛     研  真子憲治,坂本さつき,西見保之,武原雄平,武井守正
福岡通信診療所

福 岡 逓 信病院

緒  言
非病原性抗酸性菌の人の喀痰からの分離は古 くCOrper(1918年 )に より報告されているが,そ の後Pin‐

ner(1935年),BaldWin(1942年 ),Tarshis&Friscll(1952年 ),Buhler&P01lak(1953年 ),WilSOn

&MOrtOn(1955年 ),W00d(1956年)に より,黄色色素を産生する抗酸性菌に よる人体感染例が報告さ
れ,多数の症例について臨床的,病理解剖的,細菌学的検索により所謂 ''Ye110w Bacillus''と して該菌の

病原性が論ぜ られるようになって漸 く本疾患の存在について一般の注目をひ くようになった。

たまたま,昭和32年 9月 私共の所で行った結核患者の喀痰培養検査中,黄色色素を産生する上記 ''Ye110w

BaCillus''を おもわせる抗酸性菌17株 を分離 し, その後 3株を追加したので, 之等の菌株の中,検査可能
の17株 について細菌学的検査を行い同時に当該患者の臨床的症状について検討したので,そ の成績を報告

する。尚同時に小川培地上に於て淡紅色の色素を産生する抗酸性菌 1株を分離 したので便宜上之等の黄色

菌と同時に観察を行った。

被検患者21例中, 1例を除 く他の20例は臨床上肺結核の診断の下に治療又は監視中のもので,培養上結
核菌陽性のものもあるが,培養による菌の証明の明 らかでない ものが多い。
I.臨  床  症  状
被検患者21例中,症状 ,経過の判明した患者10例 についての臨床所見は次の通 りである。
症例 1,箱○金0 46才
昭和18年,集団検診で右肺浸潤と云われ, 3ケ月間自宅療養。昭和20年「ツ」反応を施行し陽性であった.昭和27年 ,

集団検診で両肺結核と云われ 3ケ月間自宅療養し,以後要注意者として軽減勤務した。昭和28年 10月 ,喀痰培養いで療

養を命ぜられ三宅療養所に入所し,ス トマイ,パス, ヒドラデッドの化学療法を受け,昭和29年 11月 より要注意者とし

て軽減勤務をなし,昭和30年10月 より31年 3月迄,パス, ヒドラデッドの化学療法を施行。

自覚症としては何等の訴えもないが精密検査の結果,綱膜血管硬化中等度陽性の高血圧症あり。

症例 2,小○義0 30才
「ツ」反応,昭和16年頃陽性であった。昭和22年 5月 11日 就職当時の「ツ」反応も陽性であった。昭和29年 6月集団検

診で左肺尖結核並びに左肺門腺と左肺尖の石灰化巣で要注意者として軽減勤務になる。当時より以後,数回行った喀痰

培養は何れも陰性。昭和30年10月 より昭和31年10月迄ストマイ,パス,ヒ ドラデッド,ネ オイスコチン等の化学療法を

受けた。自覚症全くなし。

症例 3,篤 勝0 36才

孝

誠

島

岡

十オ
ｒ士
ロ
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昭和]6年,左肋膜炎に罹患。昭和27年 7月 ,「ツ」反応疑陽性につきBCGを接種。昭和27年 10月 ,「ツ」反応陽転
昭和28年 3月

°
,精密検診で左肺結核と診断され6ケ月間療養,パスを服用した。昭和28年 9月 より要注意として軽減勤

務。昭和29年 7月 ,左上野の病巣洞化し療養を命ぜられ,昭和31年 2月 6日迄屋形原療養所に入所し,化学療法を受け

た。喀痰培養では昭和29年 7月の入所当時,塗抹鏡検でガフキー5号陽性のみで以後は全部陰性。昭和31年 7月 より要

注意者として軽減勤務。自覚症等全くなし。

症例 4,佐○ 稔 33才
「ツ」反応。昭和26年陽性であった。昭和28年 6月 ,集団検診で左上野浸潤と診断され療養。昭和28年 9月 14日 より

昭和29年 9月 11日 迄津屋崎ホームに入院し化学療法を受けた。昭和29年 ]0月 より要注意者として軽減勤務。昭和30年10

月より昭和31年 3月迄化学療法を受けた。喀痰培養,胃液培養共に発病,入院時を含めて一回も陽性であった事はな

い。自覚症なし。

症例 5,古○美○郎 50才
昭和 2年 ,湿性肋膜炎で自宅療養 2ケ月。昭和 7年にも再発し1ケ月間自宅療養で休んだ。昭和26年 7月施行の「ツ

」反応も陽性。昭和27年 10月 ,全身倦怠で受診し左肺結核と診断され,パ スを服用しながら勤務した。昭和28年 2月 ,

区域切除を受けるため国立福岡療養所に入所したが,その必要なしとして退所させられ要注意として軽減勤務をしてい

た。昭和29年 8月 ,左鎖骨下の結核腫は洞化拡大したので国立福岡療養所に再入所しSl+2を区域切除した。昭和31年

1月 より要注意者として軽減勤務。昭和30年 2月気管技内の滲出液を吸引塗抹し,ガフキー2号を証明した以外は喀

痰培養は常に陰性であった。自覚症は全くなし。

症例 6,青○正0 41才
「 ツ」反応。昭和26年 7月陽性,昭和30年]1月 の集団検診で右肺結核で要注意者として軽減勤務。昭和31年 7月 より

昭和32年 9月 迄化学療法を受けた。喀痰培養は昭和3]年 2月 , 6月共に陰性。自覚症全くなし。

症例 7,内 ○孝0 23才

「 ツ」反応,陰性のためBCG4回接種。昭和28年 2月 ,疑陽性につきBCG接種,昭和28年 5月 陽転。昭和31年 2
月食欲減退し受診の結果,右鎖骨下結核を発見され,昭和32年 12月化学療法を受けた。喀疾培養は現在迄陰性で自覚症

もない。

症例 8,石○敬○郎 64才
昭和32年]2月 8日 頃から流感にかかり,頭痛,発熱,咳嗽,喀痰等の各症状があって,数日で解熱,一般症状も漸次

軽快したかに思われたが全身倦怠と喀痰がとれず12月 26日 胸写の結果,右肺鎖骨下部及下方横隔膜に接する浸潤像を認

め,検突により結核菌陰性。右下方の陰影は加管児肺炎によるものとの推定で,ア クロマイシン,マ イシリン等を使用

し, 1月中旬以降下方の陰影は著しく小さくなったが2月末迄完全に消失するに至らなかった。培養上12月 30日 の喀痰

から黄色菌を分離したが, 1月 25日 の再度の培養の結果,黄色菌陰性,結核菌陽性で2月下旬から結核の治療を行って

いる。

症例 9,南 吉0 52才
昭和32年 8月下旬から尿の溜濁と赤変に気づき, 9月 15日 ,受診,直ちに入院し,フ ィラリア症の疑の下に尿及血液

の検査を反覆実施したが陰性,泌尿器科に於て膀洸鏡の結果は膀眺粘膜の強度の発赤,腫脹を認め輸尿管から上部の検

査は出来なかった。腎孟のレントゲン像は異常がない。尿は多数の赤血球,自血球,各種の上皮細胞を認めるが結核菌

の培養陰性,大腸菌その他の細菌は比較的少く,]1月 12日 の培養により所謂黄色菌を分離した。以後数回にわたる検査

では陰性の結果を得ている。患者は膀洸洗族等の処置を受けていたが治痣しないまま,]2月 24日 退院した。

症例 ]0,中○静0 31才

昭和17年就職,昭和]9年肺門淋巴腺炎で 3ケ月休養したが安静のみで投薬はうけなかった。昭和27年始めて定期健診

を受け,「ツ」反応陽性,両側肺紋理増強の診断で 1年間要注意となる。以後毎年「ツ」反応陽性。

昭和32年]0月定期健診でX線上右オ 2肋間に線状硬化巣を認め,血沈 1時間50, 2時 間88,培養,塗抹共結核菌陰性

昭和32年 1月 X線所見は不変,培養陰性,血沈は正常に復した。この間化学療法は施していない。

Ⅱ。 細 菌 学 的 検 査

私共は之等分離菌の形態,染色性,培養性状,抗結核剤に対する耐性,動物に対する病原性等を検索し

たがその結果は次の通りである。

1)菌体,Kof値
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表 1。 患者の喀痰培養とレ線所見
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28年 3月 培養陰性
29年 7月 塗抹ガフキー 5号

以後31年 2月迄屋形原病院入院中全部陰性

32年 8月 所謂黄色菌分離

28年 2月～28年 9月

国立福療入所中喀痰培養等全部陰性

30年 2月 手術前気管枝滲出液を吸引塗抹でガ
フキー 2号

31年 8月 培養陰性
32年 8月 所謂黄色菌分離

32年 8月 21日

左肺炎結核腫

左肺炎 .

32年 8月 23日

両上野結核腫

32年 7月 29日

左 SI+2区域

切除

左肋膜勝抵

32年 8月 20日

右肺尖鎖骨下

結核腫

1。 5～ 4

4^‐ 7

0。 5ハVl.5

10～27

6^v14

2～ 7

31年 2月

31年 6月

32年 8月

培養陰性

ク

所謂黄色菌分離

28年 9月～29年 9月 ll日

津屋崎ホーム入院中胃液培養を含め全部陰性

29年 11月 陰性
30年 10月  ク
31年 8月  ク
32年 8月 所謂黄色菌分離

32年 8月 29日

左上野硬化巣

32年 8月 21日

右上野結核腫

右下野石灰化

巣

31年 2月 培養陰性
31年 8月     ″

32年 8月 所謂黄色菌分離

6^V17
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異常なし

32年 8月 末から尿のシ困濁赤変

ク 9月 15日 逓信病院入院,フ ィラリアの疑で検査をう
けるも陰性

11月 12日  尿培養により所言鷺黄色菌分離 検出,
結核菌培養0

12月 18日  「ツ」反応0(器姜誌)
10月 16日  膀洸鏡検査により膀洸粘膜の強度の発赤を

認む。入院中I洸洗族スパ トニン注射を行

うも無効にて12月 25日退院。

南
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64才

カタル

性肺炎

32年 12月 8日 頃より頭痛,発熱 咳嗽 喀痰あり

12月 30日 喀痰培養 現在結核菌0

所謂黄色菌分離 0

32年 10月 1日  喀痰培養 (小川培地)

3週間目所謂黄色菌分離 結核菌0

「 ツ」反応0 陽転時期不明

%

中

○

静

○

3]才

32年 12月 27日 喀痰培養

結  核  菌

所 謂黄 色 菌
)陰性

オ 2肋間の陰影変化なし
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検出菌は何れも,グ ラム陽性,中等大の拝菌で,菌体中にはムッフの顆粒に類似する顆粒を認め,チー

ルネーノレセン染色により抗酸性を示し,鏡検上,結核菌に近似する形態を呈しているが,精細に観察する

と結核菌より長さ,巾 ともやや大きいようにみえる。
K.f.値は PreiS氏 法を用いて,2分 , 3分 , 5分, 7分の4段階について測定した。その成績は表 2
のように181;水中 2分で全 く脱色されるもの 3株 , 3分以内では 8株 , 5分以内 3株 , 7分以内 4株 となっ

ており3分以内に脱色されるものが半数以上を占めているが,一部可成つよい抵抗を認める。

尚対照の H37Rv株は 7分でも脱色が認められなかった。
2)培 養 成 績
検出菌は何れも小川培地により分離検出したものであるが,これを更に小川培地に培養し,その 3週後

の各菌株を生理的食塩水に 1∝ , 1白 金耳の割に浮済せしめてその一白金耳を各種の固形培地及液体培地

に移植し発育状況を観察した。

a)固 型 培 地
i)小川培地,何れも小川培地に良好な発育を示し,早いものは 2日 ,おそくとも7日 には黄色,正円

湿潤な S型の粟粒大或は更にそれよりも小さな集落を形成し,日 と共に比較的速に集落の径を増し可成旺

盛な発育が認められる。この中,NO.21は淡桃色を呈し,所謂 Ye110w Bacillusの カデゴリーには属しな

いものと思われるが他の黄色菌と同様に観察することにした。

ii)血液寒天,家兎の血液を以て製した血液寒天に培養を行うと14株は全 く発育を認めないが,他 の4

株は 5～ 6日 で極めて小さな露滴状の小集落をつくるが集落の産生は始めから明らかでない。

�)ン フンル培地,こ の培地上では僅か 3株だけが 3日 後露滴状の小集落をつくる外残り15株は全 く発

表2。  分離菌の培養並びに生物学的性状

カタラー

ゼ反応

各 種 培 地 に 於 け る 発 育 況 状
番 号 K.f。 値 ― トン

小川培地 血液寒天

ハ石o。 1

ハ石0。 2

NO。 3

ハ石o。 4

ハ石o.5

ハb.6

ハ石o。 7

ハ石o。 8

ハ石o。 9

ハ石o.]0

ハ石o。11

ハ石0.12

ノヽ石0.13

♂ゾiO。 ]4

ハ石0。15

♂ゾiO。 16

メゾio.17

NO.18

No.19

No.20 石 ○ 敬 ○ 郎

西 ○ 健 ○

稔
　
○

郎

勝

。美

○
　
　
○

佐
　
篤

古

一

ギ

が

が

十

一

　

　

一

一

一

一

ギ

軍

６

　

一

十

一

デ

ザ

○

○

○

○

○

○

義

正

孝

金

政

綾

○

○

○

○

○

○

小

青

内

箱

牟

宮

工
洋

○

豊

　

○

○

○

エ

。

　

守

　

　

利

静

吉

。

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々
／

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

野

山

勝

筒

石

王

松

中

南

佐

ル ヒナーレフレル氏 名

グ ラ ム

染  色

ポ

デ

ザ

デ

ザ

デ

　

　

ザ

デ

ザ

ギ

デ

ザ

ザ

　

ザ

ギ

ザ

デ

ザ

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　

　

十

十

十

十

十

十

十

　

十

十

十

十
　
＃

一
　

一　

一

一　

一
　

一
　

一　

一　

一　

一

一　

一

一　

一　

一　

一　

一　

一

状
　
状

・　
・　
・　が翻
ギ誦

+6
露滴状

状
４
溝同

十
困

+6
露滴状

状

７

奮
同

十
露

一
　

一　
一　
一　
一　
一　
一　

　

一　
一
十
　
一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

＋

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十NO.2]

注:カ タの数字は発育までの日数

キ
培
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育が認められなかった。

b)液 体 培 地

i)キ ルヒナー培地,すべての菌株は既にオ 2日 目から発育をはじめ,日 を経るに従って多くは淡黄色
の沈澱として認められる。

NO.21株 は白色の沈澱として殊に旺盛な発育が認められた。
ii)ソ ー トン培地,18株の中半数の 9株は全 く発育を認めないが,その他は 4～ 7日 で7因濁を呈して発

育しはじめ,一部はうすい菌膜をつ くるものがある。尚NO.21株は特に強い溜濁を示した。
3)カ タ ラ ー ゼ 反 応

検出菌のカタラーゼ反応は何れも陽性であるが,NO。 21株だけは他の菌株に比べて明らかに強い反応を

認めた。

4)抗結核剤に対する耐性試験

結核菌検査指針に示指された方法に従い,小川培地を用いて P A S010～ 1000r,S M010～ 1000r, INA

H010～ 1000γ t′
こついて検査を行った。

表3。 抗 生 物 質 に 対 す る 耐 性 試 験

P  A  S S  M 工 N A H

]°°γ
l

10γ 500γ 100γ 500 r 1000 r

十

＋

・‐‐十

＋

十

十

＋

十

＝

十

＋

冊

＝

＋
一
十

＋

十

・―――．
―――̈

十

十

＋

・１１＋

―^――．
十

＝

冊

一
＋

NO.

１

２

３

４

５

６

９

１０

Ｈ

ｌ２

１３

１４

１５

２１

一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一
十

十

一
十

一
十

十

一

一

一
十

一

一

一
十

■

＋

十

一
十

十

十

十

十

＋

十

十

十

＋

検査成績は表 3の ようにPASに 対してはNO。 15及 NO.21株 を除 く12菌株は10γ迄発育を認めるが100γ以
上合有する培地では全 く発育を示さなかった。 NO.21株は500γ迄極めてよく発育し強い耐性を認めたが之

に反して NO.15は全然発育を示さなかった。

SMに対しても NO。 21株は100γ迄発育するが,他は 10γ 迄発育可能であった。
INAHl′に対 しては NO.4株 は全 く発育を示 さなぃが , NOe 2,No.lo, NO。 13, NO.14,No.15,NO.

16の 7株は 10r迄。 No.1, NO。 3, N05, NO。 6, NOe12,NO。 21の 6株は 100γ迄発育を認めた。以上

PASに 対しては耐性が認められず, I N AIIに 対しては一部感性の菌株もあるが, 他は何れも多か
れ少なかれ耐性を示し, SMに 対しては全菌株とも弱いながら耐性を認めたが殊に NO。 21株はPAS, S
M, INAHの 三者に対して他の菌株より強い耐性をもっているものと思われる。

5)動 物 実 験

i)実 験 方 法

分離菌株中 No。 1,2, 3,4, 5,6,10の 7株をえらび,小川培地培養 3週間目の菌をかきとり,
硝子球入 リコルベンで lmg/CCの均等菌浮滸液をつくり,その 1∝を体重 250g前後のモルモットの腹腔

内に接種し,2ケ月間観察した後解剖し,各臓器の病変の有無を検査し,腸間膜淋巴腺及牌臓から培養試

100 γ 500γ 1000 γ 1000r ]Or

一
＋



―-22-―

験を行った。尚対照として H87Rv株を用い同様に動物に接種して観察した。

ii)実 験 成 績

検出菌を接種した動物は表 4に示すように観察期間中,外観上何等の症状も呈せず体重の減少も認めら

れず斃死したものは 1例 もなかった。

解剖所見では NO.1, 3, 5,6の 各菌株を接種した動物に於て腸間膜淋巴腺の大豆大腫脹を認めた他
何れも変化なく,1眸臓その他の各臓器の病変は全 く認められない。

又牌及腸間膜淋巴腺について行った培養試験もすべて陰性であった。

之に対し対照である H87Rv株を接種した動物 2頭は何れも体重の減少を来し,接種後26日 及48日 で発
死した。

その解剖所見は何れも腸間膜淋巴腺及鼠腰淋巴腺の小豆大乃至腕豆大の腫脹と乾酪化巣を認め,1碑臓は

腫大し表面には無数の粟粒大結節を認めた。その他肝臓,肺臓,腹膜等に於ても多数の粟 粒 結 節 を認め

た。

表4。 動 物 試 験 成 績

音」 検    所    見

N0

1

NO.

2

NO

3

NO。

4

NO。

5

NO。

6

No。

10

対照

H37Rv

252

253

254

255

腹  膜
「 ツ」反応

4× 4

7)く 7

6〉く6

4× 4

4× 4

5)く 5

13× 11

5)く 5

6〉く6

5〉く5

斃死のため測定
不能

Ⅲ.考    按
以上私共は患者の喀痰及尿から分離した黄色菌と思われる抗酸性菌17株及淡紅色の色素を産生する抗酸

性菌 1株について臨床的並に細菌学的の検討を加えたが菌の形態は結核菌に酷似しているけれどもK.f.値

は低いものが多く,培養によっても結核菌に比べて速に発育しS型 ,湿潤の集落をつくり,一部は非常に

微細な集落ではあるが血液寒天,ン フンル培地等に発育するものもあった。叉抗結核剤に対する耐性試験
ではPASに 対しては感性を示し, SM, INAHで は弱い耐性を示している。
動物に対する病原性はモルモットでは全 く認められなかった。而し私共の行った実験では接種菌量が少

量であり,こ の点については更に検討する積 りである。

Mik10s Lanyi,及 び吾が国に於ける船橋,五十川等は結核菌との関係を想定し,結核菌からの変異を論

動 |

物 |_
番  1鼠  曖
号  1淋 巴 腺

腸 間 膜
淋 巴 腺 牌  臓 肺  臓 肝  臓

大豆大腫脹

256 大豆大腫脹

260

263

大豆大腫脹

大豆大腫脹

240 腕豆大腫脹

乾酪化巣

腕豆大腫脹

乾酪化巣

腫大
粟粒大結節
無数

無数の粟粒
大結節

粟粒大結節
数個

粟粒大結節
数個

一
　

一

一
　

一
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じ黄色菌による結核様病変を報じており W00d,Buhler&POllak等 も動物実験において結核のように進
行性ではないが病変のおこるのを認めている。しかし私共の少数例の観察では人型結核菌との関聯を思わ

せるような所見は得られず病原性も明らかでなかった。

変異の問題を新にして検討したいと思う。

結    論
1)私共は喀痰培養により黄色色素を産生する抗酸性菌19株 ,尿培養により同様の菌株 1株 を分 離 し
た。

他に同じく喀痰から淡紅色の色素を産生する菌株 1株を分離した。

2)患者21例中,10例の臨床症状を述べると, 9例は何れも肺結核として治療中又は監視中の患者で何
れもンントゲン検査により胸部肺野に陰影を認め,一部は過去に結核菌を証明し黄色菌と前後して結核菌

を分離した 1例 もある。又10例中の 1例は,尿から黄色菌を分離した症例で原因不明の強度の勝洸炎と血

尿を認めたものである。

3)検 出菌の細菌学的性状は何れも暑 ,類似し小川培地上で黄色 ,湿潤, S型の集落をつくり,結核菌に

比べて比較的速かな発育を示し, 1週以内で肉眼的に集落を認め得る。
Kf。 値は結核菌に比べて明らかに低 く,カ タラーゼ反応は何れも陽性である。

4)検出菌の一部は血液寒天及ンフンル培地上でも薄い微細な集落をつ くるが発育は良好でない。
キルヒナー培地では培養オ 2日 から発育をはじめ日を経るに従って黄色を増す。

ソー トン培地に於ける発育は非常に悪く,約半数は発育を示さない。

5)SM,1)AS, INAHに 対 す る耐 性 は 一 般 に 低 い 。

6)動物に対する病原性を 7株について観察した結果,臨床的及解剖学的所見により病原性を認めるこ

とは出来なかった。

接種動物におけるツベルクリン反応は 1例のみ陽性で他は悉く陰性で,又動物の各臓器からの培養試験

も陰性であった。

4.大 から分離せられた抗酸性菌の研究

オニ報 福岡県下における大の抗酸性菌保育分布について (2)

九州大学医学部細菌学教室  戸 田  忠 雄
衛 研           真子 憲治 坂本さつき

武原 雄平 大塚  悟

緒    言
私共は先に福岡県下における犬の抗酸性菌保有分布についてオー報を報告したが,そ の後,更に粕屋地

区で捕獲した野犬について検索を行い,42例の大から結核菌と思われる抗酸性菌 3例 と湿潤性集落を形成

する抗酸性菌 2例を検出したので,これ等抗酸性菌 5例及びオー報で述べた湿潤性集落を形成する抗酸性

菌 (浮羽 1‐ 2株 ,三瀦・21‐ 2株 ,三瀦26株及び自衛97株)4例 と合せて動物実験を行ったので, その成績
について述べる。

実 験 成 績
42例 の犬の肺門淋巴腺及び腸間膜淋巴腺を磨砕して塗抹鏡検した後,小川培地を用いて培養した。
その結果腸間膜淋巴腺のみから結核菌と思われる抗酸性菌 3例及び湿潤性集落を形成する抗酸性菌 2例

を検出した。なお鏡検によっては 1例の陽性も認められなかった。

l.検 出菌の培養性状並にkf値
これ等抗酸性菌 5株及びオー報で述べた湿潤性集落を形成する抗酸性菌 4株の培養性状並にkf値は表 1

に示すように湿潤性集落を形成する抗酸性菌は一般に乾燥性集落を形成する抗酸性菌に比しkf値は低い。

色調は粕屋20株において梢白色を帯びている他は結核菌のそれに極めて近い色調を示している。
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小川培地上の発育状態は乾燥性集落を形成する菌株では対照の結核菌保存株と変らないが湿潤性集落を形

成する菌では 6株中 3株が非常に発育が悪 く8週以後にならないと充分な発育は認められない。特に最初
の分離培養においては 8週後に於て初めて集落の形成が認められている。

2。 動 物 試 験
これ等抗酸性菌の内,乾燥性集落を形成する菌は家兎及びモルモット,湿潤性集落を形成する菌はモル

モット及びマウスを用いて,小川培地 3週後の培養菌を磨砕コルベンにて磨砕して菌浮遊液を作 り,家兎
では10mg,モ ノレモットl mg及 びマウスには l nlg,0。 lmgを夫々腹部皮下に接種した。

判定は 2ケ月後に剖見を行ったがそれ以前に発死したものについては,解剖して検査した。
i)モルモットの解剖所見
モルモットの体重は何れも増加を示している。

しかし菌の接種を行わなかった対照に比して体重の増加の程度は少ない。牌臓は一般に腫脹していること

が認められる。「 ツ」反応は乾燥性集落を形成する菌では陽性であるが,湿潤性集落を形成する菌は凝陽

表 1  分離株のkf値及培養性状 表 2  モルモットの動物試験成績

培 養 の 性 状
菌 株 kf値 菌 株

粕屋 13

粕屋 23

粕屋 27

動物
番号

ツ

15× 15
14× 14

16× ]6
10× 10

乾 湿

綸
個　
″
　
ク

＝

十

十

＝

十

十

+
十

・
２

・
２

２６

２０

２４

９７

１

　

２‐

浮

三

ク

粕

ク

自

浮羽 1‐ 2

三瀦21‐2

三瀦 26
粕屋 20

粕屋 24
自衛 97

対  照

208

209

210

211

212

213

214
215

0。 7

1.5

1。 2

1.3

0。 7

1.0

0。 7

0。 6

性又は陰性である (表 2)。

各組織における肉眼的所見は表 3に見られるように乾燥性集落を形成する菌株を接種した動物では各臓

器に軽度ではあるが病変が認められる。

即ち粕屋13株では鼠渓,腸間膜,腸骨,肺門の各淋巴腺に腫脹が見られ,左右両肺とも数個の粟粒大の

結節形成と腫脹が認められた。また腸壁及び腸間膜にも粟粒大乃至大豆大の結節を形成しており,使用動

物 2例中の 1例においては接種部位に大豆大の膿瘍を認めた。牌臓は腫脹し,表面粗造にして使用動物の

1例には無数の粟粒大結節の形成が認められた。

粕屋23株は鼠渓,腸間膜,腸骨,肺門の各淋巴腺は腫脹し,左右両肺臓,腹膜には粟粒大の結節を形成

しており,腸壁,腸間膜にも粟粒大乃至大豆大の結節形成が見られた。接種部位には使用動物 2例 とも小

豆大及び小指頭大の膿瘍を認め, 1例においては内腹壁に腕豆大の膿:瘍を認めた。また他の 1例では胸部

皮下に多数の腕豆大の膿瘍がみられた。月卑li1ltは何れも腫脹し,表面粗造にして多数の粟粒大結節の形成が

あった。

他方湿潤性抗酸性菌を接種した動物では各動物とも殆んど病変を認めず,鼠瞑,腸間膜の各淋巴腺が梢

腫脹し,牌臓も梢腫脹している程度であった。また,浮羽 l-2株 及び三瀦21-2株は腹壁に粟粒大の結

節らしいもの 1～ 2個を認めているが肉眼的には明らかでない。

尚 これ等動物の鼠腰及び腸間膜の各淋巴腺を混合して培 養を行った結果,乾燥性集落菌及び浮羽 1-

色  調 集 落
1尖僧

銀

詑

ク

群

‥

淡黄色 Ｒ
　
Ｒ
　
Ｒ

３

３

５

２０

５

３

湿

色

色

ク
黄

黄

ク

微

淡

体  重 (g)|
~~~~~~~‐ ~~~~T~~‐ ~~~~~~|:

接種前
1接
種後

|

」反

ｍ

ク

ク

ク

ク

６０

８０

７０

００

∞

ク

ク

ク

″

ク

ク

一

一

０

０

０

０

０

０

０

０

４６

５２

６３

６８

″

６１

５８

Ｍ

3× 3

9〉く9

5〉〈5

5〉〈5

8× 8

3× 3

0
0
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2株 ,三瀦21-2,粕屋20株接種動物からは菌を検出することが出来た。
ii)家兎における解剖所見

家兎の解剖所見は表 4に示すように粕屋13株を接種した動物では牌臓の腫脹又は萎縮等の変化は殆んど

みられず, 1例は接種後52日 で発死し,解剖の結果多量の腹水を認めたが,結節の形成はみられなかった。

また,他の 1例は肝臓及び大腸壁に 1～ 2個の粟粒大結節を認めたが、病変は極めて弱いものであった。

粕屋23株の接種動物においては腹水が溜 り,鼠瞑,腸間膜,肺門淋巴腺は大豆大の腫脹をきたし,肝臓
は表面が粗造となり,数個の結節が認められ,ま た 1例では肺臓にも結節形成がみられた。

牌臓は 1例は腫脹し,他の 1例は多少萎縮を示すが明かな病変は認められなかった。

表 3 モ ル モ ッ ト の 解 剖 所 見

淋  巴  腺 牌   臓
菌 株 肝臓 肺臓 腎臓 腹腔 腹壁

十
+
+
+
十
十

十1‐
十
+
十ト
十
十

1ケ月後に斃死

表 4家 兎 の 解 剖 所 見

動 物 体  重(g)
菌 株

番 号

粕 屋 13

粕 屋 23

粕 屋 27

粕屋27株を接種した動物では殆んど病変らしいものはみられなかった。

次に湿潤性集落を形成する抗酸性菌のマウスに対する毒力試験は体重10g～20gの マウスを用いての10

週間の観察では三瀦21-2株 と粕屋20株の l mgを接種したマウスが夫々 1頭宛 4乃至 5週で斃死してい

るが,解剖所見では結節その他著明な病変は認められなかった。

以上の実験成績から粕屋13株及び粕屋23株は結核菌と推定され,粕屋27株及び湿潤性集落を形成する抗

酸性菌については尚今後検討する予定である。
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牌
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Ⅲ 化 学 試 験 課

化学試験課長心得

753

]25

2,892

267

4

45

4,086

総件数 125件で,その内訳については下表の通りである。

その中収去によるもの 64件 ,個人依頼によるもの 61件であ

る。収去試験では,佃煮,あん類についてロンガリット使用

の有無,餅菓子について硼酸塩類使用の有無等がその主なる

もので, 共に多くの不良添加物使用の食品が見出された。

個人依頼による試験では乳酸菌飲料の成分定量及び強化食品

(バ ン等)の成分定量等がその主なるものである。

試験件数 不良件数 試験件数 不良件数

大   田 寿

A.検 査 業 務

昭和32年 1ケ 年間の当課に於ける試験検査の実施件数は次表の通りであるが以下主な項目について説明

を加える。

昭和32年化学試験課試験検査一覧表    1.食   品  試   1験

品
物一・薬
一拗．一卸

簿

　

坊

参

食

添

医

温

環

水 質 検 査 (化学)

検  査
製 品 検 査

品 試 験
析 試 験

生 試 験

食 品 試 験 覧 表

計

目種

依 頼 試 験収 去 試 験
試 験 件 数

加   工

そ  の  カロ エ

そ  の  カロ :I:

及 び そ の 加 工

子

魚

亭L

穀

野

菓

品

品

品

品

類

水

物

品

装

類

び

び

物
、

及
　
及
　
果

グ

類

類

類菜

清 涼 飲 料 水 及 び 保 存 飲 料

添      加

そ の 他 の 食

容      器      包

計

2.薬 品 試 験

32年中に行った試験の総件数は 267件で,そ の内訳は一覧表のとおりである。うち収去によるもの 236

件,一般依頼によるもの31件である。試験内容としては,医薬品については収去による公定書適否試験及

びナントニン製剤の定量試験がその主なるもので,医薬品外の薬品については清缶剤,塩酸等の重金属 ,

砒素の検査が主なるものである。

32年中に行った一斉収去試験の結果は次表のとおりである。

3。 製   品  検   査

本年度は製品検査制度に次の様な大改正がなされた。①合成膨脹剤が製品検査の項目からはづされた。

②それに変って硫酸カルンウム,かん水が新たに追加され,試験法が定められた。③合格証紙の様式が変

更された。④人工甘味料 1試料 50kgが 200kgに ,人工着色料 50kgが 150kgに それぞれ改正された。別

表の様に8月 より人工甘味料の申請件数が大中に減少しているのはその為である。
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日 本 薬 局 方

国民医薬品集

日 本 薬 局 方

名

稀 ヨ ド チ ン キ

ア ン
ビ タ
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シア ノコバ ラミン注射 液
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4]2

344
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4,]97

薬   品   試   験 覧   表
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比  重
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純度試験 (1)

酸不溶性灰分過多 1
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但し一般市場に出廻っている数量は 昨年と大差はないと思われる。 この様な改正が一挙になされたの
で,県及び業者側に相当の支障不便を生じたのは事実であり,再度改正が行われる模様である。尚人工甘
味料申請件数の内,大牟田地区 2,177件 ,福岡地区 276件 とそれぞれ全体の87%,11%を 占める。硫酸カ
ルンウムは八幡市の 1業者,かん水は福岡市の 1業者のみの申請により,炭酸カリウム製剤である。不適
件数はかん水 1件のみである。

4.水 質 試 験

i) 飲料水の水質検査
飲料水の検査件数は 405件で,その内,不適件数は 256件 で総件数の63。 2%である。その月別検査件数
はオ 1表 ,不適件数の内容はオ 2表のとおりである。
ii) 飲料水以外の水質検査

総件数 348件 でその内訳はオ 3表のとおりである。

オ1表 飲 料 水 月 別 検 査 件 数

計分区

試 験 件 数

不 適 件 数

不 適 百 分 率

オ2表

項   目  別

NH3検出によるもの

N02検出によるもの
NH3及びN02検出によ
るもの
KMn04消費量過量によ

オ3表
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5。 環境衛生試験

当所に於ては数年来公害防止条例による公害調査として,豆炭工場の煙害調査を続けており従来は排煙

中の C02を指標として来たが,問題点もあるので今回は S02を 指標として採用した。なお県下豆炭工
場の一部では,公害防止条例による勧告に従い除害設備の工事を施したところもあり,こ れらについても

試験を行った。

現在まで県内各地で発生した四エチル鉛による井水の汚染は,調査の結果各地に散在している事が判明

し,粕屋郡和白町及び福岡近郊に於ても,井水の汚染が認められ調査を行った。

福岡市に於ける四エチル鉛による井水汚染は 23ケ 町約千平方粁,2,500世帯,人口12,000人 に及びその

間に分析を行った井戸の本数は約 1,400本余であった。

これら県各地で発生した四エチル鉛の井戸水汚染は別の機会にまとめて発表したいと考えている。

その他環境試験としては製紙工場の騒音測定63件 ,ハ イロンエ場の排水ガス中の塩酸の定量及び煙道ガ

スの分析各 1件などがある。
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B.研 究 事 項

1。 水歯磨中のEDTAの ポーラログラフ的定量について

中 村 幸 男,脇 元 作 郎

市販されている数種の水歯磨中には歯垢除去剤としてEDTAを 合有しているものがあるが,その定量
法として一定過剰量のニックルを作用させ,EDTAと 化合させて,その残余のニックルをポーラログラ
フにより定量し,間接的なEDTA定 量法として好結果を得たので報告する。
EDTAの 定量法としては従来Ca,Mg,Zn等の標準液で滴定する法。EDTAを Ni,或はCaと 呈色キ
レー トを作らせ,比色分析する法,電流滴定による方法等が発表されているが,水歯磨にはグリセリン,
クロロフイル,界面活性剤等を合み,特に着色している為にそれ等の方法では直接的には不可能であり,
叉誤差が大きい。そこで筆者等はポーラログラフを用いて分析を試みた。

EDTAは ポーラロ的には不活性であり,そのままでは定量出来ない。しかし一定過剰量の金属溶液を
加え,残 った金属の還元波を測定すれば,その差からEDTAが 計算出来る筈である。しかし検液に金属
を加えるのみでは歯磨中の他成分が妨害して還元波が表われないので,それを除去する必要がある。従っ
て金属を定量的に取 り出す為に, 良好なる沈澱試薬を有する金属,適当な還元波を有する金属等を考慮
し,ニ ックルを用いる事とした。即ちニックルは (i)ヂ メチルグリオキンムで定量的に沈澱し,そのNi

一錯塩も塩酸で容易に分解する。 (ii)力 価標定が容易である。 (� )多 くの附加電解質中に於て典型的
な還元波を有する。 (例 ,In一HCl中 で-1。 lV V.S SeCOE,Im一 KCl。 0。 5mPyridin中 で-0.78V Ves
SoC.E)(iV)比色分析も可能であり,本法との比較も出来る。 等の理由によリポーラログラフによる
EDTAの 定量に極めて好都合なわけである。尚ヂメチルグリオキンムもその塩酸による分解物も電解質
の種類によっては還元波を生じ妨害するが,Im一 KCl。 0。 5m一 Pyridine液 中では妨害しない。 従って過
剰のニックルをヂメチノレグリオキンムで沈澱させ,その沈澱を取 り出して塩酸で分解し,Im―KCl.0。 5m

一Pyridineを 附加電解質としてポーラログラフを取ればいいわけである。

I試 薬 の 調 製

(i) 10~2m EDTA標 準液
特級エチンンヂアミンテ トラ酢酸 2ナ トリウム塩 (2水塩)Na2 H2 C■OH■208N22H20(MoW
372.25)を 再結晶し,3。 73gを精秤し,再蒸溜水で 1′ とする。本液 l CCは ED、TA3。 724mgを含む。

(ii) 10-2mNi標 準液

特級塩化ニッケノレNiC120 6 H20(M.W237.70)2。 4gを再蒸溜水で 1イ にし 10-2mE D T A標

準液で標定する (指示薬 =ム ンキナイド)本液 (F=l。 00)l ccは Ni O.587mgを 含む。
(�) 1%ヂ メチルグリオキンムアルコール溶液
(iv) 5%ア ンモニア溶液   (V)40%エ タノール
(� ) 25%塩 酸   (Vii)0.2%ゼ ラチン溶液
(v� )lm一 KCl.0。 5m一Pyridin溶 液
特級塩化カリ 78.472g,ピ リガン 41。 64CCを 蒸溜水に溶かし1′ とする。

Ⅲ 検 量 線 の 作 成

10-2m Ni標 準液0.5,1.0,2.0,3.OCC をンャーンにとり水浴上で加温, 水分を蒸発させ, KC].
Pyridin液 で 25CCの メスフラスコに流し込む。更に2%ゼ ラチン溶液 l CCを加え KCl.Pyridin液 で全

量 25CCと し,適量を電解瓶にとり,25° C,水銀滴加速度=4.4SeC/drOp at O VOIt, 1秒 間流出量=0.788

mg, S=%00で -0。 3V～ -1.2V01tの ポーラログラムをとる。結果は次表の通り。



本法に於いて定量されるニッケル量はEDTAと 結合した残余のニックル量であるから, 今 10-2mNi
標準液 3 CCを用いて定量した場合の検量線の作成に上図の数字を用いると次表の様になる。

10-21nNi

標  準  液
EDTA濃 度

3。 O cc
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50ρ

400

30o

200

10.0

0。0

10-2mNi標準液

0.Occ

O。 5

1.0

2。 0

3。 0

10。 0

S = %o 25'o

30。0

EDTA濃 度

0。 O mg%

7。 55

15.10

30。 20

45。 30

45。 30 mg%

37。 75

30。 20

15。 10

0。 0

4Q0

0.O cc

O.5

1。 0

2。 0

3。 0

EDTAの mg%と 波高を垂直に交わる軸として検量線を画 くと次図の様になる。

て

工
・
ざ

だ

20.0

巨DTA m′g%
Ⅲ 実 験 の 部

検液 l CCを小型試験管にとり, 5%ア ンモニア水 2 CC,10-2mNi標準液 3 CC,ェ タノール 3 ccを加えよ

く振 りまぜ,ヂ メチルグリオキンム溶液 l CCを 加えて更によくふりまぜ 50° C～ 60° Cの 水浴中で 15～ 20分

間加温する。冷後遠沈し,上澄液をすて,沈澱には 40%エ タノール 10CCを 加えてよく振 りませ,遠沈す
る。上澄液をすて,25%塩酸 l CCを 加えて沈澱をとかし,シ ャーンに流し込み,試験管は25%塩酸でよく

洗い,洗液もンャーンに移し, 水浴上で蒸発乾固する。 それを KCl‐ Pyridin液 で定量的にメスフラスコ
に移し,2%ゼ ラチン溶液 l CCを 加え,全量25CCと する。適量を電解瓶にとリポーラログラムをとる。検
量線によりEDTAの 量を計算する。約±5%の 誤差の範囲で結果が得られる。

Ni 濃  度 波 1局

0。 O In g多 ろ

1。 19

2.38

4。 76

7。 14

0。 Omm

8。 4

17。 2

34。 0

51。 2

10-2mNi標準液

残

波 局

余

Ni 濃 度

0。 O mg%

l。 19

2。 38

4。 76

7.14

0.Omm

8.4

17。 2

34。 0

51。 2
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2。 豆炭工場の S02の 測定について

脇 元 作 郎

豆炭工場の排煙による公害を調査するため前年度から C02に よる測定を行ってきたが,C02を指標と
する場合には大気中の C02の影響が無視できないため,今年度に於ては,石炭燃焼ガス中で, 最も測定

し易 く,気象条件に左右され難いと思われる S02を指標として採用し調査を行った。

調 査 箇 所

粕屋郡須恵町

飯塚市

田川市

飯塚市

測 定 方 法

ガスを採集する方法としては,対照として風上 20～50mの 箇所に 1ケ所,風下 300m以 内に 1～ 3ケ所
の地点を選び,吸収管を設置し,一定量の空気を吸収管内に吸引し,吸収液は,実験室に持ち帰り,フ ク

ンン,ホ ルマリン法により定量を行った。

吸収液は,o。 l mOI NaOI1 5%グ リセリン溶液を使用した。

それと共に P一 フクンン法による S02の 測定法も併せて検討を行った。

豆炭工場除害設備の種類

豆炭工場の除害設備は,集中排煙方式 (集煙式)と 地下煙道及び燃焼室を有する逆燃式の二種に大別され

集煙式でも,固定型と可搬型,自 然通風型と強制通風型に分類される。工場はこれらの一方式又は組合せ

た方式を使用し,現在種々の改良が加えられつつある。

調 査 成 績
別項の通 りであるが之を要約すれば次の様である。

即ち

1)前記の除害設備の中,何れが良好な方法として断定する事は困難であるが,現在最も多く採用され

豆 表 工 場 周 辺 の S02の 分 布

測 定 工 場 名 PPM

料

料

料

料

燃

燃

燃

燃

恵

田

村

鶴

須

岩

田

小

須 恵 燃 料 17。  30

ク

ク

23。 30

ク

ク

ク

ク

21. 50

22。 40

23. 10

7. 30

ク

9。  30

ク

1]. :〕 0

ク

50m

1001n

2001n

50 nl

1001n

200 nl

場  横
場  内
501n

50m

500 nl

501n

1001n

501n

100 1rl

50m

1001n

0。 11

0。 12

0.12

0.18

0.18

0。 20

0.16

0.18

0.006

0。 008

0.008

0.10

0。 28

0.05

0。 12

0。 00

0。 10

上

下

工

工

風

風

東

北北西

北

ク

ク

東

ク

ク

ク

ク

南岩 田 燃 料

田 村 燃 料

集  煙  式
(自然通風)

ク

集煙式強制通風

南南東

除 害 設 備 測 定 時 刻 風 向 風 速 気  温 工場よりの距離

微 風

ク

″

″

″

ク

ク

ク

″

″

ク

ク

ク

″

″

″

″

4へ′7° C

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

l～ 10° C

ク

ク

6° C

ク

4°C

ク

4° C

ク

風上

風下

風上
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ているのは集煙式であり,こ の方法でも相当の除害効果は認められる。

2)S02を 指標として調査を行う場合に於て原炭中の硫黄分の合有量によって変化がある事が考えられ
るからこの点に留意しなくてはならない。又この場合表われた数値で直接比較するのは危険であると考え

られ,こ の点の改良が望まれる。

3)C02,S02以外の指標としては,濾紙法による煙濃度の測定,COガ スの測定などが考えられるが
この点は今後の研究にまちたい。

4)P一 フクシン法は吸収液の安定度が高いため,良法として考えられるが, この点更に検討を加えた
い。

煙 道 ガ ス 中 の 亜 硫 酸 ガ ス 分 布

測 定 工 場 備    考

炭

塚   市
工  場
ク

豆 炭 工 場 外 500m

外

〔註〕 P一フクシン法の吸収液は Na2HgC12を 使用した。

ヽ
「「
凛
１
１
１
■

花 田 豆 炭 0。 45

3。 53

3。 46

4.90

5.77

4。 90

シャワー入れ

シャワー止め

〔註〕 小鶴豆炭は排煙を水洗して煙害を完全除去する様に設計された工場である。

フクシン法と Paフ クシン法との比較

P

測 定 箇 所 測 定 時 刻

内

内

飯

豆

0。 014

0。 043

0。 020

0。 017

0。 014

0。 005

0。 00

0。 023

0。 045

0。 019

0。 014

0。 017

0.Ol以下
0。 00郊

P P M測 定 時刻 測 定 工 場 測 定 時刻 P P M

1。 23

2。 05

2.46

2。 95

6.60

8。 03

5.82

小 鶴 豆 炭

ク

ク

ク

ク

ク

ク

6。 00

7. 50

ク

0。  30

2。  30

4. 30

ク

MP

3. 30

6。 00

7。  50

0。  30

2。  30

4. 30

10。  40





輔
■
１
■
１
１



Ⅳ 衛 生 生 物 課

衛 生 生 物 課 長 高  橋 克  巳

A.検 査 業 務

昭和32年 1ケ年間に於ける当課の試験検査業務は次表の通 りであるが, 以下 主な項目について,署述
する。

昭和32年衛生生物課試験検査一覧表 1。 寄 生 虫 検 査

788

2,661

241

6

248

375

129

2

2

1

7

4,459

寄生虫、臨床検査関係検査一覧表

検 査 種 目 総検査件数 (昭 32。 1～ 12)

寄 生 虫 卵 検 査 788件

駆 虫 薬 効 力 試 験 6件

臨床検査

1)血 液 型 判 定
2)マ ラリヤ 検 査
3)血色素量 測 定
4)血 球 算 定
5)日 本脳炎検査

合 計 総 検 査 件 数
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昭和32年に於ける寄生虫関係依頼検査件数は総

計788件で昨年度より269件の減少を示している。

検査方法は塗抹法 753件 .集卵法 35件であった。

対象の主なるものは官公庁及び一般会社従業員の

定期的検便である。本年度の寄生虫卵保有率は下

記の如 くで昨年度の姻虫保有率 20～25%に比し
7。 9%と 著名に減少を示している。釣虫,及び其
の他については大体寄生虫卵保有率は大差なき状

態を示している。

寄 生 虫 卵 陽 性 率

寄
種
生 虫

査

査

検

検書
ロ

虫

７血

生

毒

寄

梅

血 液 型 判 定

還 境 の 細 菌 検 査

計

験
査
前
査

試
検
蜘
検

力

炎

査

品

効

脳

険

剤

本

印

食

薬

日

水

飲

査

査

査

検

検

検

毒‐

疫

床

昨食

獣

臨

リロ
男」 陽 性 者 数 陽  性  率

7。 9%

4.6%

0。 7%

0。 7%

0。 2%

0。 6%

0。 1%

0。 1%

虫
　
虫

姻
　
鉤

横 川 吸 虫 卵

件

件

件

件

件

＋
卵
＋
卵
十
卵

虫
　
虫

印
虫
印
虫
印
虫

虫
　
虫
　
虫

鞭
　
焼

姻
鉤
鞭
鉤
畑
鞭1 143件

2.駆 虫薬殺虫薬等の効力試験

昭和32年の駆虫薬効力試験依頼は 6件であった,此の内 SantOnin及びカイニン酸又は海人草ェキスを

主剤とする姻虫駆除薬 5件で他の 1件はアジピン酸ピベラジンを主体とするピペラジン剤の焼虫駆除薬で

ある。姻虫駆除試験は厚生省姻虫駆除薬簡易試験要領に準じて実施した。蝠虫卵陰転率については近年大

体60%前後の効力を有する製品が市販されているが,本年度効力試験に於ては 2件が46。 1%,34.5%と 低

駆虫効果を示す薬品があった。
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畑 虫 駆 除 薬 駆 虫 率 覧 表

+～一‐

岩戸小学校

1～ 6年
61。 3% 68。 0% 7%3%

サ○エス

錠

二日市小学校 |

岩戸小学校 167

1～ 6年  |
°

|

73.Oo/o 40。 0% 6.6%2%

サン トニン
カイニン酸
タウリン

沈降硫黄

60mg
3*g

\2mg
7zmg

サ○ 卜○

ア○ボ○
1

|    |    |    |

中牟田小学校|   |   |   |
163.0%156。 8%176。 9%115。 3%

1～ 6年  |   |   |   |°

|  |  |  |

54.5%

駆○イ○

チ○○

吉武小学校

1～ 6年
46.1% 58。 3% 16.6%

卜
・
ノ

ニ

ン

エ
イ

サ

フ
カ

0。 5g
O。 lg
5nlg

1
ン酸

ン

ン

リ
ニ

バ 18。 1% 27。 2%

ン
ン
リ
酸

ニ
バ
ン

ト

ノ

ニ

ン

エ
イ

サ

フ

ヵ

～6年

4nlg

ダ○二〇
三輪小学校

1～ 6年
34.5% 65。 9% l 0

|

00%|

|

服  薬  用
(表示成分による

旦里 投与
回数
使用薬品 対  象 陰  転  率

)

2

2

| ^
|ビ
|カ

|サ

ペ ラデンfF)-l-soomg
イ ン酸 2
v h.=v

1～ 3年
サントニン   0。 06g
海人草
4～6年
サント
海人草

ヱキス散 0。 3g

1 DOOL 0%

3%

==レ
′     0。 08g
ヱキス散 0.4g

6%

6%10

10 0% 0%

3。 臨 床 検 査

a)血液型判定試験
昭和32年に於ける血液型判定依頼試験は 241件で平年と同様の受験件数を示しており,此等全員市内ス
ペンダーの血液型依頼であった。

男

AB AB

1

29

合    計 (35 17.8%) .3%)(9.l 35。 8%) 43

174

被検者の血液型分類では男女共にO型が (037。 3%)(辛 43.2%)と 最高値を示し次でA型 ,B型で
AB型は (09。 1%)(♀ 5。 9%)と 最低値を示している。
被検者の受検率を年令的に観察すると男女共に20才～24才が (↑ 25%)(♀ 27%)で最高受検率を呈
している。

b)マ ラリヤ原虫検査
濃塗塗抹標本により実施 したが昨年の51件に比 し著明に減少 し昭和32年度は 4件であ り此の内 3件は血

液型判定検査と重複 している。

C)日 本脳炎患者及び同容疑者の脳脊髄液検査

１４

１９

２４

２９

３４

３９

４４

上

詳

”

”

”

”

”

”

”

以

ｌｏ

ｌ５

２ｏ

２５

３ｏ

３５

４ｏ

４５

不

子女子

0A

1

BA 0

31 65 24

20。 0% 20。 0%

生4。 0%

23.3%

|

血
液
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未曽有の多発を見た昭和31年に比するに 昭和32年の本疾患発生数は平年の状態に復している。 患者発
生の主体は 7月 より9月 迄で96.7%を呈し発生件数は, 八幡市 (11。 0%), 小倉市 (10.0%), 福岡市
(10.0%)が高値を呈し特に地域的分布を見るに北九州並びに筑豊地域は全体の61。 0%を示し本疾患の地

域的集積性が認められる。年令的分布は昨年幼弱者及び老令者に高率発生を見たるに比し本年は20才以下

の幼弱者か主体をなし全体の67。 4%の発生率を認めた。此等検体の診断は患者血清の補体給合反応による

血清学的診断と髄液の臨床的検査により実施した。叉検体については採取より保健所を経由して当所まで

の時間的経過を余儀なくされ試験項目により不適となるべきものがあり,その診断的価値は考慮を要する。

月 別 発 生 数      年 令 別 発 生 数       地 区 別 発 生 数

月 別 発  生  数

2(2。 1%)

7(7。 5%)

46 (49。 4%)

37(39.7%)

1(1。 0%)

e3 (Loo%)

細 胞 数

Salicylaldehyd

Nonn6-Apelt trrE

Pandy 反 応

Tryptophan trrE

Gardner EE

年  令 発  生  数
市

隈

市

郡

郡

郡

郡

郡

郡

郡

市

市

市

市

市

郡

郡

市

市

市

Ｋ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

岡

飩

浄

門

羽

島

屋

像

倉

賀

松

幡

倉

畑

方

手

穂

川

橋

智

福

雑

久

山

浮

糸

粕

宗

朝

遠

若

八

小

戸

直

鞍

嘉

田

行

大

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｌｏ

ｌｌ

ｌ２

計

1 ～  9

10 ～  19

20 ^V 29

30 ^v 39

40 ^V 49

50 ～ 59

60 ～  69

70 ～  79

80 ～  89

不  適

計

28  (30。 1%)

28  (30.1%)

2(2.1%)

6 ( 6。 4%)

9 (9.6%)

9(9.6%)

1(1。 0%)

](1.0%)

1(]。 0%)

8(8。 6%リ

93(100%)

11 (11 . o)
r ( r.o)
4 ( A.g)
I ( 1.0)
s ( s.3)
I ( 1.0)
6 ( 6.4)
1 ( 1.0)
3 ( 3.2)

to (10.0)
2 ( 2.1)

11 (11.0)
1o (1 o. o)
2 ( 2.1)
7 ( 7.s)
2 ( 2.t)
5 ( 5.3)
B ( a.0;
2 ( Z.t)
I ( 1.0)

髄 液 検 査 成 績

髄   液   所   見   (オ 1病週内)

14

15

3

4

８

　

，
９

521

23。 5

29

32。 5

35

‖土

35

(39。 3)

12

(13.4)

十

25

(28。 0)

9

10.1

5

10

(11.2)

5

(5。 6)

33

(37。 0)

28

(31.4)

11

(12。 3)

11

(12.3) (ts. z)

14 18

(20.2)(37。 0) (10。 1)

33 9

78

(87.6)
)mg / dl

53

59。 5

70m

2612UiSagky 氏法

註   (  )… …%

5

3

/dl,1ト
ス ト

青 赤 C

(13.4) (29。 2)

赤  酒  色



月

別
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4。 水 質 検 査 (細 菌 )

32年の水の細菌学的検査件数は 375件であったか,その中井水か 192件 ,不適18件 (9。 4%),水 道 (含
簡易水道)か 177件 ,不適10件 (5.7%),その他の水 (河川,谷水等)6件 ,不適 l件 (16.6%)であっ
た。

5。 食 品及び食 中毒の細菌学的検査

一般食品及び牛乳,乳製品 ,・缶詰,清凍飲料水,酸酵乳飲料等の検査件数は 129件 で其の中不適品は 3

件であった。集団中毒として検体を送附された件数は 1件で,秋祭のために製造された甘酒の飲用による

集団食中毒であった。

6。 獣 疫 検 査

疑似狂大病として送附された可検物 (犬頭)は 1件でネグリー氏小体の検索,補体結合反応及び動物試

験等の結果何れも陰性を呈し,狂犬病と認められなかった。

食 品 細 菌 関 係 検 査 一 覧 表

32+L H-L2E

食品細菌 獣   疫 計

件数 不適 件数 1不適 件数 1不適 件数 不 適

7.梅 毒血清学的反応検査

依頼件数は31年 より減少しているか, これは 駐留軍関係労務者の 検 血 依 頼減少に よるものと思われ

る。 本年 も前年 と同様定量法実施を 希望するものが 大部分であ り, 陽性率も前年度 と各々同率であっ

た。

8。 日本脳炎等の補体結合反応検査

昭和31年は 日本脳炎の大流行をみたか, 本年は暑々平年と同様の発生をみた。取扱った日本脳炎容疑

患者血清の補体結合反応 検査件数は延 151件 で,陽性 41件 (27。 1%)疑 陽性 3件 (1。 9%)で あった。
なお抗体価は例年よリー般に低い値を示し, 1:2 5例 , 1:4 15例 , 1:8 14例 , 1:16 6例 ,

1:32 1例であった。
狂大病補体結合反応検査依頼は 1件あったか,陰性であった。
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梅 毒 血 清 学 反 応 査 成 (昭

54    85    85    82    88    70   113   124   54    58    61    45

(26) (33) (30) (28) (18) (31) (31) (66) (10) (13) (10) (12)

卦  陽 性 率口l   (%)

1,029

(331)

(308)
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2,661

(902)
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日本脳炎等の補体結合反応検査成績  (昭 和32年 )

日 本 脳 炎

註  (  )内 は陽性例数

9。 狂大病 ワクチン (動物用)の 試作 について

狂犬病「 ワクチン」の製造を衛生部より要望せられたので,その技術的問題を検討する為農林省制定の

製造基準に従い小羊の脳及び脊髄を用いて石炭酸不活化「 ワクチン」をォ 1回及オ 2回 ,計 4 LOt 試作

した。

この試作品について農林省制定の「動物用生物学的製剤検査一般基準」並に狂大病予防液 (石炭酸不活

化)検査特殊基準に準拠して,自家検定を実施し,更に兵庫県衛生研究所に送附し検定を依頼したかオ 2

回の Lot, 2か雑菌混入によって除外された以外は総べて国家検定基準に合格する旨の通告を受けた。

1    2     3    4     5    6     7    8     9    10    11    12

54    85    85

(25) (42) (45)

82    86    67

(28) (22) (29)

113   124   168   59

(33) (68) (12) (14)

61    45

(11)(12)

151   240   229   164

(71) (100) (111) (66)

208   190

(48) (88)

320   351   370

(94) (206) (32)

165

(41)
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(29) (36)
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3 10 67 671
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B.研 究 事 項

1。 蟻 虫 症 に 関 す る 研 究

高  橋  克  巳
野 田 英 世

文 屋 春 栄

は じ め に
従来人体腸管内寄生虫の中,燒虫に関する一般の関心は極めて稀薄であり,虫回虫,鉤虫に対する公衆衛

生上の施策に比ぶれば,全 く閑却されていたと云っても過言でない。此の原因は次の理由によるものと考

えられる。即ち,焼虫は,その生態,発育史,感染経路等に於いて畑虫鉤虫等とは一種異った生物学的特

性を有し,此の特性が虫卵検査法,疫学,駆虫等に煩雑且困難な問題を提起する為である。然るに虫卵検

査法に於ぃて Grahamの SCotCh‐tape法が行われる様になり,再にその改良法の進歩が検査法を簡単且確

実にすると共に焼虫の疫学が陳明され,そ の淫浸度が意外に高率な事が注目をひき,一一方 PiperaZine製

剤の焼虫に対する有効性か Fayard,MOuriguand等 により報告されて以来駆除について,初めて光明を見

出し, 又病害の点についても必ずしも放置して然るべきもので ない事が指摘され,漸 く焼虫に対する一

般の関心が昂 りつつある機運にある。私共は福岡県下学童に於ける焼虫蔓延の実状を明らか に す る と共

に,!暁虫検査の方法論的問題と駆虫法及び駆虫効果を検討する目的を以って此の研究を行い,若千の興味

ある成績を得たので以下所見を述べる。

I。 虫 卵 検 査 法

所謂 SCOtCh‐ tape法 として,肛門部より焼虫卵を採卵するには種々の方法が考案されている。然し多人

数の集団を対象として検査を実施するには,採卵の簡単な事と,同時に確実性が要求され,更に検鏡の為
の標本作製の能率的な事が望まれる。是等の点より私共は,市販のウスイ式燒虫検査セロフアンが,採卵

鏡検が一元化されたものとして,現在の処最も適当と考へられるので,之を使用して,被検者は各自,自

己乃至父兄の介助により直接早朝起床直後に肛門部より採卵せしめた。

Ⅱ.焼 虫 卵 採 取 期

此の研究は,昭和32年秋より同33年冬迄の間に行ったものである。

Ⅲ.検 査 対 象

焼虫の蔓延状況を性別,年令別,地域別に観察する目的を以って,次の 3集団を選定した。
l.福岡市長尾幼稚園

福岡市の郊外地で,園児の家庭還境は,農家と勤務者が凡々相半する半農半住宅地であり,幼稚園は 4

クラスよりなり,上級 (6～ 7才 )の赤組,青組と下級 (5～ 6才)の梅組, 松組がある。検査人員 132

名である。

2。 宗像郡吉武小学校

学童約 450名 の純農村小学校で,此の中1,2,3,4, 6の 各学年 1ク ラス宛計 149名 を検査した。
3.福岡市警固小学校
市内中心部の純都市小学校で,学童約2500名 ,此の中,1,3,6の 各学年 1ク ラス宛計 142名 を検査し
た。

Ⅲ.焼虫卵の検査回数に関する検討

A.検 査 方 法
燒虫の産卵の特異性より,肛門部に於ける虫卵の出現乃至存在,消失,及びその間に於ける採卵に関与
する因子は可成 り複雑であり,従 って唯一回の採卵検査で,陽性者は別とし,陰性者を確実に陰性と決定
し得るや否やは多分に疑間であり,更にその後何回検査を反復すれば,陰性者の確定に充分であるか,此
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の点検討すべき問題がある。川本は ,彼 の方法による SCOtCh‐ tape法で,210名に 4～ 5回の連続検査を

行い, 1例を除き総て 3回以降の検査成績は陽性の増加を認めなかったと報告している。私共は,一応此
の成績を参考として検査セロフアン法により実施した。即ち,長尾は非連日で10日 間に 3回採卵検査を行

い,吉武は,連 日3日 1日 1回計 3回採卵検査, 警固は, オ 1回検査後, 陰性者のみを隔日後オ 2回採

卵,再に陰性者は 3回 目の検査と云う風に陰性者のみの回毎選択検査を行った。従って以下の成績は,少

くとも陰性者は 3回検査終了者である。

B.成    績

長尾及び吉武の各検査回数毎の陽性率は,オ 1図に示す様な成績を得た。吉武の方は,各国毎陽性率は

51.3～ 59.0%であるが,長尾の方は,之 よりやや低 く27。 0～ 36.0%であった。再に 3対象群の検査回数毎

の累積陽性率は,オ 1表 ,オ 2図に示す様に,オ 1回検査で全陽性者の63.5～ 71。 2%平均66。 9%が検出さ

れ,オ 2回では之が再に79.0～ 91。 8%平均88.1%に上昇している。私共は,長尾,吉武の両群で,;)ケ 3回

検査で依然陰性者55名 (長尾22名 ,吉武23名 )について,引続き4～ 6回検査を行ったが,やはり陽性へ

の転向 は 1名 も発見し得なかった。故に私共の行った此の方法による燒虫卵検査法でも,川本の報告の

様に連日にしろ,或は非連日にせよ,陰性者の確定は, 3回 採卵検査法で充分であると考へる。尚,総て

オ 1図 3回検査の各回毎の陽性率  同時に行った長尾,吉武両群の糞便検査 (1回 l点塗抹法)で

6
音 武 枝 長尾幼雅園

は,焼虫採卵被検査者全員を含めて412名中糞便中焼虫卵陽性

者は僅に 3名 (0.7%)で あり,焼虫検査法としては,糞便塗

株検査法は殆ど無価値である。

次に 3回検査の陽性者の,陽性出現頻度を観察すると,オ 3

図の様な成績を得た。即ち吉武の場合,し色(3回検査中1回 陽

性,以下同意)%,%の 各出現頻度は殆 ど一定し,28.2%～
35。 8%であるが,長尾は%が最も多く53。 4%で%,%は 25。 5%
22。 0%で明らかに低い。之は前者が連日3日 間の観察であるの

に対し,後者は非連日10日 間に 3回の観察の為,肛門部に於け

る燒虫卵の出現,存在及び消失に関与する因子の影響を受け易

い事を示していると思われる。

以上の成績より,燒虫卵検査に於いては,連 日或は非連日,何

れにしても陰性者の決定は 3回の採卵検査により確定し得可き

1事が指摘され得る。

50

もので, 1

V.焼虫の蔓延状況

上述の 3回検査を行って得た長尾,吉武,警固 3検査群の焼虫卵陽性率より,是等の集団に於ける焼虫
の蔓延状況を総括すれば,次の様な所見が得られた。即ち是等の性別,学年別陽性率はオ 2表オ 4図及び

オ 3表に示す様に長尾の81。 0%,吉武の74。 5%,警固の66.2%総平均73。 8%の数字は,本県下に於いても
焼虫の淫浸度は恐る可き高率を有している事が伺われ,畑虫,鉤虫の寄生率が戦前戦後に比べ著るしく低
率を示している現在に於いては, 人体寄生虫の中で最高の寄生率を示すものと云っても差支ないであろ

う。地域別では,吉武と警固は,明 らかに警固は低 く,都市と農村の生活様式の差が此の間に表れている

ものと考えられる年令別陽性率では,幼稚園と小学校では,前者の方がやや高い寄生率を示して居 り,小

学校間では,吉武は学年間に,年令的差異を認め難いが,警固は,高学年程寄生率が低い事が指摘される

性別寄生率では,男女間に総平均に於いて有意の差を見得ない。

3

2
陽

性

↑ 10

|

るあで
ヽ
千Ｊ

ン
ニ回
一”

狂

一回
不よ

生

回
「査検

丼
二
回

の

力
二
回

回

オ
一
回

”

４８０

％ % %
・

３

／
ο

５‐

ク

‐７

′
。

２７

シ

‐０

′
，

２７

％



―-42-―

100
%
90

80

10

6o

50

40

30

20

10

表 1。  検査回数毎の蟻虫卵陽性累積度数
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Ⅵ.燒虫に対する各種駆虫剤の駆虫効果
1。 PiperaZine製剤

PiperaZieは比較的最近 (1949,Fayard)焼虫

駆除薬として登場したもので,近来虫回虫に対して

も使用 されつつ ある駆虫斉1で あるが,私共は ,
PiperaZine製 剤の一であるギョー錠 (成分,1錠
中,ア ジピン酸ピベラジン240mg含有,ピ ベラジ

ン,ハ イドレー ト200mg相 当量)を使用し,吉武
校の1, 3, 6年 の焼虫卵陽性者 70名 に 1日 服用

量,小学 1～ 2年 8錠,同 3～ 4年 10錠 , 5～ 6

年12錠 の割で 3日 間 連 日昼 食後,3回投与し,
1週間後,燒虫卵検査を 3日 連日3回行い,燒虫

卵陰転率を観察し,;)ケ 4表の成績を得た。即ち虫

卵陰転率68.6%である。

再に警固校の ], 3年の焼虫卵陽性者63名 に吉武校と同-1日 投与量を以って,7日 間連日1日 1回宛
服用せしめ,服薬終了後 1週間の間隔をおいて,連 日3日 3回燒虫卵検査を行い,オ 5表に示す様に,虫

卵陰転率92.3%の 成績を得た。
PiperaZinC hydrateの ンロップ及び錠剤の燒虫駆除成績について,川本は 1週間連用で85。 0%及び86.1

%の虫卵陰転率を報告しているが,私共の 3日 連用68.6%,7日 連用,92。 3%の駆虫率は可成 り良好と云
えるであろう。副作用についても特に認む可きものはなく,味の点でも ]_回に 8～ 12錠 の大量を服用する

のであるが,服薬拒否者はなかった。

2.BrOme・ naphthOl 製剤

鉤虫に対し,強力な駆除効果を持つ BrOme‐ naphth01製 剤の,焼虫に対する駆虫効果を観察すべ く,吉

武校の 2年 4年の焼虫卵陽性者31名 に対し,オー ミンを 1日 服用量粉末 2gを 3日 間連用せしめ, 1週間

後連日3日 3回虫卵検査を行い,陰転率としてオ 5表の様な成績を得た。即ち,陰転率は22.5%であり,

焼虫駆除剤としての効果は少いと考えられる。

11 7 181年
(61。 1%) (38。 9%) (100%)
18 4 22

(81。 8%) (18.2%) (100%)

6
]9 11 30

(63。 3%) (36。 7%) (100%)
48 22 70

表 4.Piperazine製 剤の焼虫駆除率
(吉 武 小 学 校)

19

3。  SantOnil■ 製斉」

SantOnin製 剤には屡々その効能に燒虫

に 対 す る有効性を標示せるものが多いの

で,SantOnin製剤の焼虫 駆除薬 としての

効果を観察した。即ち,吉武校に於いて実

施した1回虫の集団駆除に際し,1回虫陽性者

表 6。 Santonin服 用3週間後の焼虫卵保有者率
(吉 武 小 学 校)
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表5.Bro me‐ naphthoi製 剤の焼虫駆除率
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で SantOnin製 剤 (ナ ントニン, イタチョコ使用, 成分, 1ケ 中 SantOnin O。 05g, カイニン酸 5 mg,
フェノバリン0.lg)を 1日 服用した者につき 3週間後,焼虫卵保有率を調査した結果オ 6表の様に,燒
虫寄生率は28名中25名 (85.7%)で ,吉武校の平均焼虫寄生率74.5%を 考慮する時,殆ど無効であったの
ではないかと推定される。

Ⅶ.燒虫の時間的感染率について

長尾及び吉武のの両検査群中,服薬前の 3回検査に於ける,虫卵陰性者19名 と23名 について, 1ケ 月後

及び 2～ 3ケ 月後に於ける焼虫卵陽転率を観察した結果オ 7表の様な成績を得た
°
即ち 1ケ 月後には吉武

小学校は23名中 l名 (4。 3%)の 陽転者を見,2～ 3ケ 月後には長尾幼稚園は19名中 4名 (21。 0%)の 陽
転者を発見した。元来焼虫は自家感染及び家族内感染の多い事が,そ の経路より当然推測される処である

が,2～ 3ケ 月の間に約20%の 虫卵陽転者を発見した事は,此 の事実を裏書きするもので,燒虫駆除が ,
単に個々人の個人衛生として行われても恐らく再感染の可能性が大きいので,効果は薄 く,従 って,焼虫

駆除が,家族単位を含めて幼稚園,小学校の集団駆除として行われねばならぬ事を示唆するものであろう

表 7。 1ケ月後の焼虫卵陽転率

(吉 武 小 学 校)

2～ 3ケ 月後の焼虫卵陽転率
(長 尾 幼 稚 園)

計

9

23
(100%)

3

19

(100%)

む す び

私共は,燒虫卵検査法として,SCOtCh‐tape法の改良法たる, ウスイ式焼虫検査セロファンを使用して,
県下の幼稚園及び小学校児童を検査し,併せて各種駆虫剤の燒虫に対する駆虫効果を観察し,次の所見を

得た。

1。 焼虫卵検査法として,ウ スイ式焼虫検査セロフアンは,採卵及び標本作製が一元化されたもので ,

その使用法は簡単且確実で,集団検査用として適当である。

2.本法による焼虫卵検査は,連 日,非連日を問わず, 1日 1回の採卵を延 3日 3回行う事が必要で ,
之により全保卵者の確定が可能である。

3。 県下に於いて,農村学童の焼虫淫浸度は学年別66.6～ 91.6%平均74。 5%で ,学年間の差異は認めな
いが,都市小学校は,学年別60～ 76。 2%平均66.2%で ,やや少 く,低学年程寄生率が高い様である。
幼稚園児は,小学校より寄生率やや高 く,組別71。 8～ 89。 7%平均81。 0%で ある。性別には,その寄生

率に男女間に有意の差は認めない。

4。 PiperaZine製剤は, 燒虫駆除効果大で, 3日 連用による燒虫卵陰転率は68%, 7日 間連用で陰転

率92。 3%を示したが,Brome‐ NaphthOl,SantOnin製 剤は見る可き効果を示さなかった。

5.焼 虫卵陰性者が,感染により陽転する時期と陽転率は 2～ 3ケ 月の間に、約20%存在する。

組

組

組

組

計

赤

青

松

梅

総

計

年

年

年

年

年

計

１

２

３

４

６

総

一 → 十

(4。 3%)

9

22
(95。 7%)

一 → 十

0%

４

３

５

３

・５

(79。 0%)



- 46 -

2.狂 大病の発症阻止に関する研究  オ 2報

固定毒接種マウス脳の酸素消費量に及ぼす Pro_Banthineの影響について

中   西 恭   生

Warburg氏法を用いて狂犬病脳組織呼吸及び狂犬病脳組織呼吸に及ぼす PrO‐ Banthineの 影響について

実験した。

狂犬病固定毒をマウスの皮下に接種し発症から死に至る間の脳組織の酸素消費量を測定せるに,酸素消

費量はその増減によって動揺がみられたが, PrO`Banthineの 投与群は非投与群に比べて酸素消費量は増

加する事が認められた。又病毒の硬脳膜下に接種した場合に於いても矢張 り PrO‐ Banthineの投与群の酸

素消費量は非投与群に比べて増加を示すが,両群とも酸素消費量の増減による動揺はみられず,大体に於

いて順次急速に減少する事が認められた。

次に発症脳組織を in vitrOに於いて PrO‐ Banthineが 稀釈溶液を添加し直接作用せしめた場合の酸素

消費量を測定せるに PrO`Banthine溶 液の添加脳組織は非添加脳組織に比べて酸素消費量の増加を示し

た。よつて PrO‐ Banthineの 投与は in ViVO或は in VitrOに 於いても脳組織の酸素消費量を増加せしめる

ことが認められた。

而して PrO‐ Banthineの 投与はオ 1報にて報告した如く,血清中に γ‐G10bulinの 増加が早期より認め

られ,且つ本実験において PrO‐ Banthineの 投与は脳組織の酸素消費量の増加が認められた。これ等の実

験結果を免疫学的及び生理学的に,綜括して考察すると PrO‐ Banthineの 投与が狂犬病の発症阻止に有意
な効果を顕わす所以ではないかと思考する。 (福岡医学雑誌オ48巻 ;)レ 8号 )

3。 甘酒による食中毒について  ォ 1 報

高 橋 克 己,中 西 恭 生

小倉保建所管内長行地区の秋祭 (10月 7～ 8日 )の ため,家庭に於いて製った甘酒の飲用によって潜伏

期 2～ 4時間にして嘔吐及び下痢を主症とする食中毒患者が多数 2秋連続して発生した。これについて31

年の秋祭の時の発生に際しては保健所独自に於いて調査し,且つその原因の検索を行ったが不明におわっ
た。而して32年の秋祭に再び同一状況の食中毒患者が同地区に多発したため,保健所より調査依頼があっ

たので,現地に赴き保建所と協力して詳細に疫学的調査を行い,又収去せる甘酒について原因検索を行っ
た。なお原因については目下実験中であるので舷にオ l報 として特に疫学的に観た本食中毒の概要を報告

する。

(1)麹の入手経路及び甘酒の醸酵等の状況調査について ,

食中毒の発生した長行地込は農家が主であるため,麹の入手も各自の米を同地区の下○某糀屋で委託加
工したものであるが,こ の糀屋で加工した麹で製った甘酒によって2秋連続して中毒が発生したのである

次に甘酒の醸酵状況及び味覚についての各中毒戸毎調査では,原因甘酒が正常の甘酒と異る点は何れも
この原因麹を用いて作った甘酒は,そ の醸酵が早 く且未熟であっても非常に甘味が強く,気泡の発生が著

明であると指摘していた。

(2)食 中毒発生世帯数について

下○某糀屋に麹の加工を委託した世帯は全部で70世帯であるが,そのうち中毒が発生した世帯は17世帯
で 24。 2%,飲用しても異常がなかった世帯数15世帯で 21。 4%あ り, 殊 りの 38世帯 (54.2%)は他家で
これによって中毒が発生した為,飲用せずに恐れて全部療棄した。

(3)発生世帯に於ける飲用者中の患者発生状況

甘酒を飲用した者は計83名 でその中発症したものは49名 (59%),発 症しなかった者が34名 (40.9%)
であった。
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(4)患者の原因食摂取後発病までの潜伏時間別分布 ,

次表の通 りで潜伏時間は比較的短 く4時間以内の者が約80%を 占め,毒素型中毒と推定された。

潜伏時間別
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(5)症  状
主要症状は頻回の烈しい嘔吐で下痢を伴うものもあ

り,概ね急性胃腸炎の象を呈し,加 うるに中毒者は一

過性の KOllaps状態になり,血圧下降と心臓衰弱が表

れ,殆んど患者は臥床するが 2～ 3日 で完全に恢復し

た。

死亡者は皆無であった。

(6)考  察
以上の疫学的,臨床的所見より本中毒は明らかに毒

R. ratt 計

計
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%
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発   熱

47

16

1

1

1

2

発 症 率

94%
32%

2%
2%
2%
4%

素型の中毒によるものと推定される。既知毒素性中毒中此の中毒に酷似する症状を呈するものは,葡萄状

球菌性中毒であり,又甘酒の葡萄状球菌性中毒の報告もあるが,原因菌検索の結果は此の否定的な成績を

得ている。原因甘酒の無菌濾液及び加熱 (100° C,30分)濾液を仔猫の腹腔内に注射すれば嘔吐を催す事

を確認して居り,原因菌の検索についても,腸炎毒素物質を産生と考えられる或る種の菌を分離している

が詳細は次報に譲る。

4。 福岡県におけるレプ トスピラ症の分布調査  ォ 3 報

福岡市における家鼠のレプ トスピラ保有状況

衛   研
博多保健所

佐 藤 ハ ル エ

私共は前報 (医学と生物学46巻 , 1号 ,昭33)で福岡市における鼠族のンプ トスピラ (ン と暑)保有状

況の一端に触れたが,その後市内各地区の捕鼠について調査を行い,各々ン汚染地区を推察することが出

来たと思うので報告する。

調査材料並びに方法

材料は昭和32年 5月 以降の捕鼠90匹 (R.110rV 64,

R.ratt 26)で ,方法は前報と同様腎の培養, 鏡検 ,
動物接種によリンの検出及び分離に努めた。

調 査 成 績
表に示す様に被検鼠90匹中 5匹 (5。 5%)に ンを検
出した。地区的には戦前ンの濃厚汚染地と云われてい

た箱崎,馬 出地区からはン保有鼠は認められず,従来

未調査地区であった動物園,明治町附近と東公園の捕

鼠から夫々ンが検出された。このことから発市でも地

区によリン保有鼠は依然として存在すること及び従来

末調査地区であった動物園,明治町附近が新たにン汚

染地区と思われることを知 りえたが, 明治町の捕鼠

(Ronorv)か ら L.icterOhaemorrhagiacと 思われる

強毒株 1株を分離したので,今後該地区では本病発生

福岡市における家鼠のレプ トスピラ保有状況
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に対する予防対策を考慮する必要があろう。

む す び
(1)福岡市におけるン汚染地区を署々明らかにした。

{2)明 治町の捕鼠から L eictと 思われる強毒株 1株を分離した。

5.ヂ フテリア菌の一新簡易同時染色法

真 子 憲 治

高 橋 克 己

ヂフテリア菌の異染小体染色は,その同定に必須の検査手技であり,ヂ フテリア患者及び同保菌者の診

定には最も広く行われている。その為此の染色法には種々の方法が考案発表されているが,一般に使用さ

れているのは依然 Neisser法であろう。事実 Neisser法は異染小体と菌体の 分別染色が極めて良好であ

る。然し乍ら Neisser法 の欠点は,その染色に多少の熟練を要する事と,染色液の調製や染色の実施が梢

煩雑の感がないでもなく,此の点集団検索の場合,能率の点で必ずしも満足出来ないものがある。従って

異染小体と菌体を一度の染色で分別する所謂同時染色 (Einzcitige Methodc)が 考案されているが、使用し

てみて染色成績は Neisser法に劣る事が指摘される。私共は此の点に鑑み, 同時染色法の考案を思い立

ち,以下の実験を行い,凡々満足すべき同時染色法を考案したので大客を述べる。
l,ヂ フテリア菌同時染色法の着想及び実験

ヂフテリア菌体中の所謂異染小体 (VOlu由1小体,又は Babes‐Ernst小体)は メタクロマジーを呈し,
塩基好性を示す Caイ オンと結合したメタ燐酸で,あ る種の塩基性色素を酸性溶液として作用させると,

特異的によく結合し濃染するが菌体は之に対し淡染及至不染色の為,対比後染色により両者は分別染色が

可能になるのである。従って同時染色は異染小体染色用色素の溶媒となる酸性溶液中で菌体を分別染色す

る色素の存在を発見すれば可能である。私共は酸性溶液に各種色素を溶解し,ヂ フテリア菌の異染小体及

び菌体に対する染色性を観察する為次の実験を行った。

A,実験材料及び方法。
実験に使用したヂフテリア菌は, 当所で患者より分離したヂフテリア菌荒津‐1株のンフンル血清培地

37° C,18時 間培養菌である。表に示す種々の色素を 0.5%の 割に10%氷酷酸水溶液に溶解せしめヂフテリ

ア菌の塗抹,空気乾燥,火焔固定標本を約 1分間染色し,水洗乾燥後,薄青ガラスフイノレターを装置した

低圧照明灯を使用し,同一条件で鏡検した。

B,成  績
オ 1表に示す成績を得た。即ち是等の色素は,その染色性より3群に分つ事が出来る。
1) 菌体を濃染し,異染小体の染色性不良のもの。
2) 異染小体を濃染し,菌体の染色性不良のもの。
3) 菌体異染小体共に濃染し、その分別が不明確のもの。
2) に属する色素の中で異染小体染色性の良好なものは Methylviolett,Methylenblau,CentianaviOl_
ett, Safl・ anill, NeutralrOt, Kresyl‐ echt‐ violett, Toluidin iBlau, :Ethylviolett, Jauus grtin, Cresylvio・

lett,Brillant Kresyl blau,Nilbauで ある。是等の色素の氷酷酸以外の有機酸溶液中に於ける異染小体

染色性を見る為 ,
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表1. 10%氷 酷酸水溶液中に於ける各種色素の染色性

色   素   名

Nilblau

Janusgriin

B rillantkresylblau

Nachtblau

Chrysoidin

Thionin

Auramin, O.

Methylgriin

Wasserblau

Malachtgrtin

Saf ranin

Sauerfuchsin

Ttypanrot

Anilinred

I(rystalviolett

Gentianaviolett, B.

Methylviolett

Methylenblau

Neutralrot

Iletachromgelb

Jodeosin

Eosin

Erythrosin

Ethvlviolet i;

Az ocarmin, G.

Poncean de Xylidine

Reinblau

I(resyl -echt-viol ett

Victoria blue B.

Azur tr
Alkaliblau 6 B

Uranin, AP.

Azur I
Naphtholgreen B.

\letanilgelb

Orange G

Pyronin

LichtgrUn, gelblich

I\{ethylblau

Toluidinhlau

Sudanschw arz

Evansblau

Amidosh w arz

体
性
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十
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+
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菌体染色性製 造 会 社 名
10%氷酷酸水
に対す溶解性

Lucius & BrUning

Merk

Merk

Merk

Merk

■Ierk

Criibler

crubler

卜Ierk

Grtibler

Crtibler

Bayer

crubler

Baver

crubler

crubler

Bayer

Merk

Merk

Merk

�lerk

Bayer

Merk

Merk

Merk

llerk

Merk

Merk

Merk

Merk

Merk

卜Ierk

Bayer

�lerk

�lerk

Merk

Grtibler

crubler

Merk

Griibler

crubler

Crtibler
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Meister

良
　
　
良

良

良

良

良

良

杯

良

　

良

良

良

良

梢
　
　
不

良

澱

澱

澱
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沈

沈

沈

良
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良

良

良

不 良
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良

良
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良

良
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＋
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士
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＋
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酒石酸,杓稼酸,蟻酸,修酸の10%水溶液に上記色素を溶解せしめ,異染小体と菌体に対する染色性を検

討し,オ 2表の結果を得た。

表2. 各種有機酸10%水溶液中色素の染色性

蟻   酸
染 色 性

色 素
菌 体 菌 体

Methylviolett

Methylenblau

Gentianaviolett

Saf ranin

Neutralrot

I(res y 1- e ch t - r,i olett

Toluidinbl au

Ethylviolett

Janusgrtin

Krystalviolett

B rill ant -I(r es yl -bl au

Nilbl au

以上の成績より,私共が異染小体染色用として期待される色素は 2)群に属するものであるが,就中
Methylviolett が最も染色性良好であり,菌体染色用としては Methylviolettの 紫に色彩的に対比が明瞭

で,且菌体染色性も良好な Safraninが取出された。溶媒としては,実験された有機酸中では氷錯酸が菌

体と異染小体の分別能がよく,再ヤ′往染色液調製上の便宜さよりも最も適当と考えられた。氷酷酸の至適使

用量は,之を各種稀釈濃度で調製し,之に Methylviolettを 0。 5%に溶解せしめ,異染小体染色性を検討
し,オ 3表の成績を得た。即ち,氷酷酸の至適濃度は約12%である。

表3.氷 酸 酷 濃 度 の 至 適 量

氷 酷 酸 濃 度 0。 7%

菌 体 染 色 性

異染小体染色性

Methylviolettの 至適濃度は0。 15%で , 之より多量では,異染小体は膨化し,周囲が不規例な円形の外観
を呈し,0。 15%よ り小量になれば,色彩が鮮明さを欠ぐ様になる。Safraninは 異染小体をやや菌体より濃

染するが,此の事は寧ろ MCthllViOlettの 異染小体染色性を相乗 的 に強化する。Safraninの 至適濃度は

0。 5%である。
2,ヂ フテリア菌同時染色法

以上の実験より私共は次の如き染色法を考案した。

A,染色液の調製
Methylviolett(別 名 DaHia又 は Dahliaviolett)の 1%水溶液    15∝

15%氷酷酸水溶液 85∝
Safranin         O.3g

以上を混合溶解後濾過する,こ の染色液は密栓すれば長期保存可能である。

異 染
小 体

異 染
小 体
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＋
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＝
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B,染 色 法
ヂフテリア菌の塗株乾燥固定標本を上記染色液にて約 1分間染色し,水洗乾燥せしむ。
C,鏡 検 所 見
ヂフテリア菌の異染小体は,やや膨大した形で濃紫に染 り,菌体は淡紅色に染色される。両者の分別

染色は著明で,標本は美麗である。

む す び
MethylviOlettは Roux法に於いて,同時染色に Mcthlygrunと 併用せれているが 此の場合, 酸性メジ

ウムで使用されてはいなぃ。Methylviolettは 私共の法では単に異染小体染色用としてのみでなく,染色後
の異染小体は Neisser法による染色のそれに比べ,直径が 1。 2倍位膨大化し,丁度太鼓の撥状を呈して

いる。此の事は実際の鏡検に於いて,異染小体の確認に都合がよい事である。

此の染色法は,同時染色の為,染色手技の巧拙は影響せず,多少の染色時間の遅早も染色効果に大差を

与えない。従って,集団的検査の如 く,大量の標本を染色処置するのに頗る能率的である。

■‐
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▼ 研 修 概 況

A.実 地 指 導 並 に 受 講
1。 上下水の水質検査 (細菌検査)実施指導
昭和32年 7月 18日 より20日 まで,久留米保健所,浮羽保健所において実施指導 ,

昭和32年 7月 24日 より26日 まで,田 川保健所,京都保健所において実施指導 (衛生生物課)

2。 昭和32年 7月 24日 より30日 まで,公衆衛生院に於て放射能検査講習会に受講 (化学試験課,脇元作郎)

3。 昭和32年 6月 13日 から15日 まで,熊本化血研に於て,細菌技術者講習会に受講 (坂本さつき,中西恭

生)

4.昭 和32年 2月 ]_日 から]2月 末まで,当所において,当所技術補助職員の技術講習を実施

B.衛 生 研 究 所 技 術 報 告 会

昭和32年 1月 25日 (オ 12回 )

インフルエンザについて

昭和32年 11月 14日 (;)ケ 13回 )

県下におけるンプ トスピラの分布について

昭和32年 12月 24日 (オ 14回 )

WHOに ついて

細菌 検 査課  西 見 技 師

衛 生 生 物 課  大 塚 技 師

真 子 所 長

C。 発 表 業 績 覧

誌 上 発 表

1。 黄疸出血性スピロヘータの生物学的性状に関する研究。血清または肝臓浸出液の栄養素としての意

義。

小野蘇牧,武原雄平。

医学と生物学,VO1 43,NO.3,90～ 94,昭 32年

2.血 液より分離された BaCterium anitratumと 思われる細菌について。

坂本さつき,高橋克己。

綜合医学,VOl 14,NO。 3,169～ 174,昭和32年

3。 福岡県に於けるンプ トスピラ症の分布調査。

オ 1報 ,野 イヌに於けるンプ トスピラ保有状況。

真子憲治,大塚 悟,辻川広一,西川成之,香月弘己。
医学と生物学 VO1 45,NO。 5,183～ 187,昭和32年

4。 狂大病の発症阻止に関する研究。

オ 1報 ,特に薬物による発症阻止について。

中西 恭生。
福岡医学雑誌 VO1 48,No.3,394～ 410 昭和32年

5。 狂犬病の発症阻上に関する研究。

オ 2報 ,固定毒接種マウス脳の酸素消費量に及ぼす PrO‐ Banthineの 影響について。

中西 恭生。
福岡医学雑誌,VO1 48,NO。 8,1286～ 1290,昭 和32年

6.結 核菌々株及培地成分とツベルクリン産生との関係。オ 1報

武原 雄平。
結核,VO1 32,NO。 2,101,昭和32年
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7。 結核菌々株及培成分とツベルクリン産生との関係。 ;)ケ 2報

武原 雄平。
結核,VO1 32,No。 9,477～ 480,昭和32年

8。 結核菌々株及培地成分とツベルクリン産生との関係。オ 3報

武原 雄平。
結核,VO1 32,NO・ 11,629～ 634,昭和32年

9。 ンプ トスピラの培養に関する研究。

(1)組織液を基礎とする新培地について。
真子憲治,大塚 悟。
日本細菌学雑誌,VOl 12,NO・ 10,763～ 767,昭和32年

10。 犬から分離せられた抗酸菌の研究。

オ 1報 ,福岡県下に於ける犬の抗酸菌保有状況について。
戸田忠雄,真子憲治,坂本さつき,武原雄平,大塚 悟。
東京医事新誌,V0174,N0012,723～ 724,昭和32年

11。 九州地方に於けるブルセラ症の分布調査。

大塚 悟。
国際ブノンセロージス●センター,ブ ルセラ研究委員会,昭和31年度ブルセラ調査概要 ,
P23,昭和32年

2。 学 会 発 表
1.戦後に於ける赤痢菌検索の解析。

坂本さつき,高橋克己,西見保之。
福岡県衛生部職員研究発表会,(福岡市,昭和32年 3月 )

2。 狂犬病の発症阻止に関する研究。

(I)特に薬物による発症阻止について。
中西 恭生。
福岡県衛生部職員研究発表会,(福岡市,昭和23年 3月 )

3。 四エチル鉛中毒の実験的研究。

(Ⅵ)四エチル鉛中毒の脳波について。
野田 英世。
福岡県衛生部職員研究発表会,(福岡市,昭和32年 3月 )

4。 1‐ Brome‐ NaphthOl(2)の使用法について。

高橋克己,野田英世。
福岡県衛生部職員研究発表会,(福岡市,昭和32年 3月 )

5.過 去 5ケ年に於ける県下に流行せるインフノレェンザの Virus型 の推移について。
坂本さつき,高橋克己,西見保之,武原雄平。
福岡県衛生部職員研究発表会,(福岡市,昭和32年 3月 )

6.福 岡県に於けるンプ トスピラ症の分布調査。
(I)野 犬及び鼠族のンプ トスピラ保有状況。
真子憲治,大塚悟,辻川広一,香月弘己,西川成之,富野幾太郎。
日本獣医学会総会 (東京,昭和32年 4月 )

7。 ンプ トスピラの培養に関する研究。

(I)組織液を基礎とした新培地に於ける L ocanicOlaの 培養実験。
真子憲治,大塚 悟。
オ31回 日本伝染病学会総会,(東京都,昭和32年 4月 )
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8。 福岡県下に於ける犬の結核菌保有分布について。ォ 1報

戸田忠雄,真子憲治,坂本さつき,大塚 悟,武原雄平。
日本結核病学会総会,(東京都,昭和23年 4月 )

り.ツ ベノレクリンに関する研究。
オ 2報,ツ ベルクリン構成アミノ酸について。

坂本さつき,武原雄平。
日本細菌学会総会,(千葉市 昭和32年 4月 )

10。 四エチル鉛による浄水汚染の問題。

南福岡地区汚染の現況について。

真子憲治,脇本作郎。

福岡医学会,(福岡市,昭和32年 6月 )
ll.ツ ベノレクリンに関する研究。
特にツベルクリン蛋自の精製法について。

戸田忠雄,武谷健二,坂本さつき,武原雄平。

結核病学会九州地方会,(鹿児島,昭和32年 9月 )
12.ツ ベルクリンに関する研究。
各種蛋白及び多糖体の産生について。

戸田忠雄,武谷健二,坂本さつき,武原雄平。

結核病学会九州地方会,(鹿児島,昭和32年 9月 )
13.水歯磨中のEoD.ToA,の ポーラログラフ的定量について。

中村幸男,脇元作郎。

オ26回九州薬学会,(大分市,昭和32年 10月 )
14。 患者より分離した抗生物質完全耐性を有する赤痢菌の生物学的性状。

真子憲治,坂本さつき,西見保之,武原雄平,山下敏則,田 崎

日本細菌学会九州支部総会,(久留米市,昭和32年 10月 )
15。 福岡県下に於ける犬の結核菌保有分布について。オ 2報

戸田忠雄,真子憲治,坂本さつき,武原雄平,大塚 悟。
日本細菌学会九州支部総会,(久留米市,昭和32年 10月 )
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附 ,

永 田   満
中 村 和 子

古 賀 文 太 郎

所    長

庶 務 課 長

細 菌 課 長

衛生生物課長

化学試験課長

主 事

ク

技    師

主  事  補 藤   書 夫

小 西 二 重 子

子

江

夫

生

悟

之

男

平

Ｚ
Ｈ

督

春

俊

恭

　

保

幸

雄

６‐

内

藤

村

西

塚

見

村

原

娃

武

佐

中

中

大

西

中

武

所内人事異動及び職員名簿   (昭 和32年 1月～12月 )

筑紫保養院より転任 (1月 1日 付)

(化学試験課)8月 10日 付退職

(細 菌 課)8月 31日 付退職
(細 菌 課)10月 1日 付新任
(衛生衛生課)11月 11日 付技師に任用する

(化学試験課)

(衛生生物課)

(衛生生物課)

(細 菌 課)
(化学試験課)

(細 菌 課)
]2月 5日 付,研究員に補職任命さる。

職 員 名 簿

職 所属(課)別

庶 務 課

28。 11. 1 化学試験課

24。 10. 1 細 菌 課

24。 10。 1 衛生生物課

24。 10。 1 化学試験課

24.10。  1 細 菌 課

24。 10. 1

24。 10。 1

ク

ク

25。 11。 30 化学試験課

衛生生物課

細 菌 課

化学試験課

細 菌 課

32.10e l

庶 務 課

衛研就任
年 月 日

所属 (課)別 職 氏     名 衛研就任
年 月 日氏 名

昭和
30.4。 25 主  事  補真 子 憲 治

原   義 正 30。 8。 11 庶 務 課 技  師  補

ク24。 10. 1坂 本 さ つ き

高 橋 克 己 衛生生物課

細 菌 課

脳 越 と も 子

脇 元 作 郎

梶 原 ツ タ

文 屋 春 栄

昭和
25.4。 24

化学試験課田 寿大

口 昭山

24。 10.1

24」 .10. 1

24。 10。 1 庶 務 課 ″

中 村 俊 夫 25。 3.8 化学試験課

24.10. 1中 西 恭 生 衛生生物課

24.10。  1 細 菌 課 ク

自 水 立 夫

勝 田 幸 枝

石 田 キ シ

重 松 照 子

井 手 政 子

衛生生物課24。 10。 1 24。 10。 1

西 見 保 之

中 村 幸 男

大 塚   悟

化学試験課 ク 30.1. 1

細 菌 課 ク 29。 7。 1

森 彬

武 原 雄 平

24。 10. 1

24e10。 1

31

野 田 英 世 30。 9。 1

化学試験課

衛生生物課

30.12.16

24.10. 1

佐 藤 春 江 24。 10。 1

汽  缶  士

32. 1。  1

庶 務 課 衛生 用 務員27.4。  1

24.10. 1 用  務  員

西 島 清 乃

武 井 守 正

中 上 澄 子

小 串 寿 明

前 田 一 二 郎

永 田   満

武 内 い ま 子

市 川 荘 次 郎 24。 11.16

|

|      ~~~~~~

1羽 根 義 太 郎
30.4。  1 ク ″清 原 信 子

(昭和32年 12月現在)

31.11。 16 ″



編 輯 後 記

当所報も,昭和26年オ 1号発刊以来 8年を開し,此処にオⅥ号を上梓する事が出来た。

本所報の体裁は,此の間一貫して,業績は抄録程度を原則とし,殊更に簡潔に編輯されて来た

のは,一は当研究所の性格への配慮からであり,叉原著は各々専門学術雑誌に発表する事にして

いるからでもあるが,論文によっては雑誌掲載までに至らないものもあるので,斯様なものは記

録を残す意味で比較的詳述している。年報としての所報は,単に記録としての意味の他に一年間

の研究所の歩みを総括的に大観して,その前進への一里塚を刻み,之を以って私共の研究所の過

去と将来への展望のよすがとする事に,その意義と価値を有するものと信じている。

とまれ,皆様の御批判と御叱正によって,当所報をして,その性格と使命を十三分に生かすも

のに育て上げ度いと念願している。 (高橋記)

福 岡 県 衛 生 研 究 所 報 Ⅵ

(昭和32年度版)

昭 和 33年 3月 10日 印 刷
昭 和 33年 3月 30日 発 行

印刷者 原    勇   志

印刷所 福博綜合印刷株式会社

編 輯 兼 発 行 所

福 岡 県 衛 生 研 究 所

福 岡市薬院堀端 7番 地
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